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You can share this PDF with anyone you feel could benefit from it, downloaded the latest version 
from: react

It is an unofficial and free React ebook created for educational purposes. All the content is 
extracted from Stack Overflow Documentation, which is written by many hardworking individuals at 
Stack Overflow. It is neither affiliated with Stack Overflow nor official React.

The content is released under Creative Commons BY-SA, and the list of contributors to each 
chapter are provided in the credits section at the end of this book. Images may be copyright of 
their respective owners unless otherwise specified. All trademarks and registered trademarks are 
the property of their respective company owners.

Use the content presented in this book at your own risk; it is not guaranteed to be correct nor 
accurate, please send your feedback and corrections to info@zzzprojects.com
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1: Reactをいめる
Reactは、なコンポーネントベースのJavaScriptライブラリであり、ユーザーインターフェイスの
にされます。

ReactのMVCフレームワークのようなをするために、はFluxフレーバー、えばReduxとみわせて
します。

バージョン

バージョン

0.3.0 2013-05-29

0.4.0 2013-07-17

0.5.0 20131016

0.8.0 2013-12-19
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0.11.0 2014-07-17

0.12.0 2014-10-28
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0.14.0 2015-10-07
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Examples

インストールまたはセットアップ

ReactJSは、のHTMLページにめることができるのファイルreact-<version>.jsまれるJavaScriptラ
イブラリです。々はまた、、React DOMライブラリreact-dom-<version>.jsをメインのReactファ
イルとともにインストールします。

なインクルージョン

<!DOCTYPE html> 
<html> 
    <head></head> 
    <body> 
    <script type="text/javascript" src="/path/to/react.js"></script> 
    <script type="text/javascript" src="/path/to/react-dom.js"></script> 
    <script type="text/javascript"> 
        // Use react JavaScript code here or in a separate file 
    </script> 
    </body> 
</html>

JavaScriptファイルをするには、のReactドキュメントのインストールページにアクセスしてくだ
さい 。

ReactはJSXもサポートしています 。 JSXはFacebookによってされたで、JavaScriptにXMLをし
ています。 JSXをするには、JSXをJavascriptコードにするために、Babelライブラリをみみ、 
<script type="text/javascript">を<script type="text/babel">にするがあります。

<!DOCTYPE html> 
<html> 
    <head></head> 
    <body> 
    <script type="text/javascript" src="/path/to/react.js"></script> 
    <script type="text/javascript" src="/path/to/react-dom.js"></script> 
    <script src="https://npmcdn.com/babel-core@5.8.38/browser.min.js"></script> 
    <script type="text/babel"> 
        // Use react JSX code here or in a separate file 
    </script> 
    </body> 
</html>
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npmでインストールする

のようにしてnpmをってReactをインストールすることもできます

npm install --save react react-dom

JavaScriptプロジェクトでReactをするには、のをします。

var React = require('react'); 
var ReactDOM = require('react-dom'); 
ReactDOM.render(<App />, ...);

をってインストールする

FacebookはYarnというのパッケージマネージャをリリースしました。これはReactのインストー
ルにもできます。 Yarnをインストールしたら、のコマンドをするだけです

yarn add react react-dom

Reactをnpmでインストールしたとまったくじで、プロジェクトでReactをすることができます。

Hello Worldコンポーネント

Reactコンポーネントは、ベースのReact.ComponentクラスをするES6クラスとしてできます。のフ
ォームでは、コンポーネントは、コンポーネントがDOMにレンダリングrenderをrenderメソッド
をするがあります。 renderメソッドはReactノードをします。これは、JSXをしてHTMLのような
タグとしてできます。のは、のComponentをするをしています。

import React from 'react' 
 
class HelloWorld extends React.Component { 
    render() { 
        return <h1>Hello, World!</h1> 
    } 
} 
 
export default HelloWorld

コンポーネントは、 propsけることもできます。これらは、コンポーネントがることができないを
するために、によってされるプロパティです。プロパティには、のイベントがしたにコンポーネ
ントがびすことのできるをめることもできます。たとえば、ボタンがそのonClickプロパティのを
けり、クリックされるたびにびすことができます。コンポーネントをする、そのpropsしてアクセ
スすることができるpropsのオブジェクト。

import React from 'react' 
 
class Hello extends React.Component { 
    render() { 
        return <h1>Hello, {this.props.name}!</h1> 
    } 
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} 
 
export default Hello

のは、コンポーネントがによってname propにされたのをレンダリングするをしています。コンポ
ーネントはけったをできないことにしてください。

コンポーネントは、 ReactDOM.renderをして、のコンポーネントでレンダリングすることも、 
ReactDOM.renderをReactDOM.renderするコンポーネントとDOMノードのをすることもできます。

import React from 'react' 
import ReactDOM from 'react-dom' 
import Hello from './Hello' 
 
ReactDOM.render(<Hello name="Billy James" />, document.getElementById('main'))

ここまでで、なコンポーネントをし、 propsをけれるをっています。これをさらにめ、 stateをし
ましょう。

デモのために、Hello Worldアプリケーションをしましょう。フルネームがえられているはののみ
をしてください。

import React from 'react' 
 
class Hello extends React.Component { 
 
    constructor(props){ 
 
        //Since we are extending the default constructor, 
        //handle default activities first. 
        super(props); 
 
        //Extract the first-name from the prop 
        let firstName = this.props.name.split(" ")[0]; 
 
        //In the constructor, feel free to modify the 
        //state property on the current context. 
        this.state = { 
            name: firstName 
        } 
 
    } //Look maa, no comma required in JSX based class defs! 
 
    render() { 
        return <h1>Hello, {this.state.name}!</h1> 
    } 
} 
 
export default Hello

コンポーネントはのをつことができます。または、そのコンポーネントがのをとしてけれること
ができます。

https://riptutorial.com/ja/home 5



Codepenへのリンク。

こんにちは

JSXなし

ReactのメインAPIをしてReactをし、React DOM APIをしてReactをブラウザにするなをにします
。

<!DOCTYPE html> 
<html> 
  <head> 
    <meta charset="UTF-8" /> 
    <title>Hello React!</title> 
 
    <!-- Include the React and ReactDOM libraries --> 
    <script src="https://fb.me/react-15.2.1.js"></script> 
    <script src="https://fb.me/react-dom-15.2.1.js"></script> 
 
  </head> 
  <body> 
    <div id="example"></div> 
 
    <script type="text/javascript"> 
 
      // create a React element rElement 
      var rElement = React.createElement('h1', null, 'Hello, world!'); 
 
      // dElement is a DOM container 
      var dElement = document.getElementById('example'); 
 
      // render the React element in the DOM container 
      ReactDOM.render(rElement, dElement); 
 
    </script> 
 
  </body> 
</html>

JSXで

からReactをするわりに、JSXJavaScriptでXMLをするためにFacebookによってされたJavascript

をすることができます。これにより、

var rElement = React.createElement('h1', null, 'Hello, world!');

のものとしてHTMLにしたにとってはみやすい

var rElement = <h1>Hello, world!</h1>;

JSXをむコードは、 <script type="text/babel">タグでむがあり<script type="text/babel"> 。この
タグのすべては、BabelライブラリReactライブラリにえてなライブラリをしてプレーンな
Javascriptにされます。
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に、のはのようになります。

<!DOCTYPE html> 
<html> 
  <head> 
    <meta charset="UTF-8" /> 
    <title>Hello React!</title> 
 
    <!-- Include the React and ReactDOM libraries --> 
    <script src="https://fb.me/react-15.2.1.js"></script> 
    <script src="https://fb.me/react-dom-15.2.1.js"></script> 
    <!-- Include the Babel library --> 
    <script src="https://npmcdn.com/babel-core@5.8.38/browser.min.js"></script> 
 
  </head> 
  <body> 
   <div id="example"></div> 
 
    <script type="text/babel"> 
 
      // create a React element rElement using JSX 
      var rElement = <h1>Hello, world!</h1>; 
 
      // dElement is a DOM container 
      var dElement = document.getElementById('example'); 
 
      // render the React element in the DOM container 
      ReactDOM.render(rElement, dElement); 
 
    </script> 
 
  </body> 
</html>

ReactJSとはですか

ReactJSはオープンソースのコンポーネントベースのフロントエンドライブラリで、アプリケー
ションのビューレイヤのみをします。それはFacebookによってされています。

ReactJSは、DOMベースのメカニズムをしてHTML DOMのデータビューをめみます。DOMは、
なDOMをリロードするのではなく、々のDOMのみをするというをしてにします

Reactアプリケーションはのコンポーネントでされ 、それぞれがさななHTMLをしま
す。コンポーネントはのコンポーネントにネストすることができ、なアプリケーショ
ンをなビルディングブロックからすることができます。コンポーネントはをすること
もできます。たとえば、TabListコンポーネントには、いているタブにするがされます
。

Reactは、JSXというドメインのをってコンポーネントをくことができます。 JSXでは、
JavaScriptイベントでミキシングしながら、HTMLをしてコンポーネントをすることができます。 
ReactはこれをにDOMにし、にHTMLをします。

Reactは、DOMをして、コンポーネントのをかつにHTMLアプリケーションのDOMにレンダリン
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グするためにします。DOMは、のDOMのメモリです。 Reactは、ブラウザーのDOMでするので
はなく、DOMでほとんどのをうことで、ちにし、のレンダリングサイクルがしてからされたコン
ポーネントの、、およびのみをいます。

ステートレスをつHello World

ステートレスコンポーネントは、プログラミングかららのをています。これはのことをしますは
、えられたものとじものをにします。

えば
const statelessSum = (a, b) => a + b; 
 
let a = 0; 
const statefulSum = () => a++;

のからわかるように、statelessSumはにaとbとじをします。ただし、statefulSumはパラメータを
しなくてもじをしません。このタイプののは、 ともばれます 。、コンポーネントはそれのかにし
ます。

したがって、ステートレスコンポーネントは、 がなく 、にじをするため、よりにステートレスコ
ンポーネントをすることをおめします。これは、あなたのアプリケーションであなたがにしたい
ものです。なぜなら、するは、なプログラムののシナリオなのでです。

のもなタイプは、なしのものである。それらののなであり、をとしないコンポーネントは、な
JavaScriptとしてすることができます。これらは、 Stateless Functional Componentsあるとわれて
いStateless Functional Componentsなぜなら、これは、 stateをすることなく、 propsだけであるか
らです。

Stateless Functional ComponentをすなをにしStateless Functional Component 。

// In HTML 
<div id="element"></div> 
 
// In React 
const MyComponent = props => { 
    return <h1>Hello, {props.name}!</h1>; 
}; 
 
ReactDOM.render(<MyComponent name="Arun" />, element); 
// Will render <h1>Hello, Arun!</h1>

このコンポーネントがうすべては、 name propをむh1をレンダリングすることにしてください。こ
のコンポーネントは、どのもしません。ここにES6のもあります

import React from 'react' 
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const HelloWorld = props => ( 
    <h1>Hello, {props.name}!</h1> 
) 
 
HelloWorld.propTypes = { 
    name: React.PropTypes.string.isRequired 
} 
 
export default HelloWorld

これらのコンポーネントはをするためにバッキングインスタンスをとしないため、Reactはのが
あります。はクリーンですが、ステートレスコンポーネントのはまだされていません 。

リアクションアプリケーションの

create-react-appはFacebookによってされたReactアプリのツールです。のようなのでいやすいよ
うにされたをします。

ES6とJSXの•

ホットモジュールリロードによるDevサーバ•

コードlinting•

CSSプレフィックス•

JS、CSS、イメージバンドリング、およびソースマップによるスクリプトのビルド•

Jestテストフレームワーク•

インストール

まず、ノードパッケージマネージャnpmをしてcreate-react-appをグローバルにインストールしま
す。

npm install -g create-react-app

に、したディレクトリでジェネレータをします。

create-react-app my-app

しくされたディレクトリにし、スクリプトをします。

cd my-app/ 
npm start

create-react-appは、デフォルトでにできません。 SassなどのコンパイルみCSSをするなど、デ
フォルトのがなは、ejectコマンドをできます。

npm run eject

これにより、すべてのファイルをできます。これはなプロセスです。
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のはのとおりです。

エンクレーブ•
nwb•
モーション•
ラック・クリ•
ブドゥー•
rwb•
クイック•
サギ•
ロール•

リアクションアプリケーションをする

プロダクションのアプリケーションをビルドするには、のコマンドをします

npm run build

なコンポーネントをするためのな

コンポーネントと
Reactはアプリケーションのにのみわっているため、Reactののはコンポーネントのです。コンポ
ーネントは、アプリケーションのビューのをします。 "Props"はにJSXノードでされるです 

<SomeComponent someProp="some prop's value" /> 。アプリケーションがコンポーネントとやりとり
するなです。のコードでは、SomeComponentのに、々は、アクセスだろうthis.propsオブジェク
トになり、 {someProp: "some prop's value"} 。

Reactコンポーネントをシンプルなとえることはです。らは「」のでし、をマークアップとして
します。くのシンプルなコンポーネントはこれをさらにさせ、「な」をります。つまり、をこさ
ず、ですがある、コンポーネントはにじをします。このは、にコンポーネントを「クラス」では
なくとしてすることによってにすることができます。 Reactコンポーネントをするは3つあります
。

「ステートレス」コンポーネント•

const FirstComponent = props => ( 
    <div>{props.content}</div> 
);

React.createClass•

const SecondComponent = React.createClass({ 
    render: function () { 
        return ( 
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            <div>{this.props.content}</div> 
        ); 
    } 
});

ES2015クラス•

class ThirdComponent extends React.Component { 
    render() { 
        return ( 
            <div>{this.props.content}</div> 
        ); 
    } 
}

これらのコンポーネントはまったくじでされます。

const ParentComponent = function (props) { 
    const someText = "FooBar"; 
    return ( 
        <FirstComponent content={someText} /> 
        <SecondComponent content={someText} /> 
        <ThirdComponent content={someText} /> 
    ); 
}

のはすべてじマークアップをします。

コンポーネントは、そのに「」をつことはできません。したがって、コンポーネントにがなは、
クラスベースのコンポーネントにします。については、「 コンポーネントの」をしてください。

のとして、は、するとできません。つまり、コンポーネントからすることはできません。コンポ
ーネントのがのをした、Reactハンドルはいをしいものにきえ、コンポーネントはしいをしてレ
ンダリングします。

とコンポーネントとのについては、 「ReactableとReusable Componentsでえる 」をしてくださ
い。

オンラインでReactをいめるをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/797/reactをいめる
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2: AJAXびしにする

Examples

HTTP GETリクエスト

によっては、コンポーネントがリモートエンドポイントREST APIなどからデータをレンダリング
するがあるがあります。 なは、 componentDidMountメソッドでそのようなびしをうことです。

ここでは、 スーパーエージェントをAJAXヘルパーとしてするをします。

import React from 'react' 
import request from 'superagent' 
 
class App extends React.Component { 
  constructor () { 
    super() 
    this.state = {} 
  } 
  componentDidMount () { 
    request 
      .get('/search') 
      .query({ query: 'Manny' }) 
      .query({ range: '1..5' }) 
      .query({ order: 'desc' }) 
      .set('API-Key', 'foobar') 
      .set('Accept', 'application/json') 
      .end((err, resp) => { 
        if (!err) { 
          this.setState({someData: resp.text}) 
        } 
      }) 
  }, 
  render() { 
    return ( 
      <div>{this.state.someData || 'waiting for response...'}</div> 
    ) 
  } 
} 
 
React.render(<App />, document.getElementById('root'))

は、 requestオブジェクトにしてなメソッドをびし、に.end()をびしてをすることによってできま
す。ヘッダーフィールドをするのはです。フィールドとを.set()をびします。

.query()メソッドはオブジェクトをけります。オブジェクトはGETメソッドとにするとクエリを
します。はパス/search?query=Manny&range=1..5&order=descをします。

POSTリクエスト

request.post('/user') 
  .set('Content-Type', 'application/json') 
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  .send('{"name":"tj","pet":"tobi"}') 
  .end(callback)

は、 Superagentのドキュメントをしてください。

なしのReactのAjax - VanillaJS

はIE9 +でします

import React from 'react' 
 
class App extends React.Component { 
  constructor () { 
    super() 
    this.state = {someData: null} 
  } 
  componentDidMount () { 
    var request = new XMLHttpRequest(); 
    request.open('GET', '/my/url', true); 
 
    request.onload = () => { 
      if (request.status >= 200 && request.status < 400) { 
        // Success! 
        this.setState({someData: request.responseText}) 
      } else { 
        // We reached our target server, but it returned an error 
        // Possibly handle the error by changing your state. 
      } 
    }; 
 
    request.onerror = () => { 
      // There was a connection error of some sort. 
      // Possibly handle the error by changing your state. 
    }; 
 
    request.send(); 
  }, 
  render() { 
    return ( 
      <div>{this.state.someData || 'waiting for response...'}</div> 
    ) 
  } 
} 
 
React.render(<App />, document.getElementById('root'))

HTTP GETリクエストとデータのループ

のは、リモートソースからしたのデータをコンポーネントにレンダリングするをしています。

ほとんどのブラウザにみまれているfetchをしてAJAXリクエストをします。プロダクションでは
いブラウザをサポートするためにpolyfillをfetchます。あなたはまた、えばをうためののライブラ
リをすることができますaxios 、 たSuperAgent 、あるいはプレーンなJavascriptを。

けったデータはコンポーネントのとしてするので、renderメソッドでアクセスできます。そこで
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、 mapをしてデータをループしmap 。 Reactのレンダリングパフォーマンスにとってな、ループし
たににのkey またはをすることをれないでください。

import React from 'react'; 
 
class Users extends React.Component { 
  constructor() { 
    super(); 
    this.state = { users: [] }; 
  } 
 
  componentDidMount() { 
    fetch('/api/users') 
      .then(response => response.json()) 
      .then(json => this.setState({ users: json.data })); 
  } 
 
  render() { 
    return ( 
      <div> 
        <h1>Users</h1> 
        { 
          this.state.users.length == 0 
            ? 'Loading users...' 
            : this.state.users.map(user => ( 
              <figure key={user.id}> 
                <img src={user.avatar} /> 
                <figcaption> 
                  {user.name} 
                </figcaption> 
              </figure> 
            )) 
        } 
      </div> 
    ); 
  } 
} 
 
ReactDOM.render(<Users />, document.getElementById('root'));

JSBinの

オンラインでAJAXびしにするをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6432/ajaxびしにする
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3: FluxによるReactJSの

き

られたと、のをよりにするためのしいコードのために、フロントエンドのReactJSをするアプリ
ケーションのがされているとき、Fluxアプローチをすることはにです。

Fluxは、FacebookがクライアントサイドWebアプリケーションをするためにするアプリケーショ
ンアーキテクチャです。これは、データフローをしてReactのなビューコンポーネントをします
。これはなフレームワークではなく、パターンであり、しいコードをくわずにFluxをすぐにする
ことができます。

Fluxアプリケーションには、ディスパッチャ 、 ストア 、およびビュー リアクションコンポーネ
ントの3つのがあります 。これらをModel-View-Controllerとしてはいけません。コントローラは
Fluxアプリケーションにしますが、コントローラのビューです。のにあるビューは、ストアから
データをし、そのデータをにすことがよくあります。さらに、アクション - ディスパッチャーヘ
ルパーメソッド - は、アプリケーションでなすべてのをするセマンティックAPIをサポートするた
めにされます。 Fluxのサイクルの4のとえることはです。

Fluxは、データフローをしてMVCをします。ユーザーがReactビューとすると、ビューはディス
パッチャをしてアクションを、アプリケーションのデータとビジネスロジックをするさまざまな
ストアにし、をけるすべてのビューをします。これは、Reactのプログラミングスタイルでにで
す。これは、ストアがでビューをさせるをせずにをできるようにします。

Examples

データフロー

これはなのです。

フラックスパターンは、データフローのをとしています。

アクション - アクションtypeとそののデータをするなオブジェクト。1. 

ディスパッチャー - シングルアクションレシーバーとコールバックコントローラー。それが
アプリケーションのなハブであるとします。

2. 

Store - アプリケーションのとロジックがまれます。ディスパッチャにコールバックをし、
データレイヤへのがしたときにするイベントをします。

3. 

ビュー - ストアからのイベントとデータをけるコンポーネントをさせます。かがされたとき
にレンダリングがします。

4. 
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Fluxデータフローので、ビューはアクションをし、ディスパッチャーにしてユー
ザーのをうこともできます 。

にす

それをよりにするために、たちはからめることができます。

なるReactコンポーネント ビュー は、なるストアからをえたデータをします。

コントローラービューとばれるコンポーネントはほとんどありません。ストアか
らデータをし、データをのチェーンにすためのグルーコードをするためです。コ
ントローラビューは、ページのなをします。

•

ストアは、アプリケーションのビジネスロジックのアクションタイプとのデータをするコー
ルバックとしてされます。

•

ディスパッチャーは、アクション・レシーバーとコールバック・コンテナーです。•

アクションは、のtypeプロパティをつなオブジェクトだけです。

は、アクションタイプとヘルパーメソッド アクションクリエイターとばれるに
をしたいとうでしょう。

•

オンラインでFluxによるReactJSのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/8158/fluxによる
reactjsの
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4: jQueryでのReactJSの

Examples

ReactJSとjQuery

まず、jqueryライブラリをインポートするがあります。また、DOMをするときにfindDOmNodeを
インポートするもあります。もちろん、Reactもインポートしています。

import React from 'react'; 
import { findDOMNode } from ‘react-dom’; 
import $ from ‘jquery’;

アイコンをクリックするとする「handleToggle」をしています。アイコンをクリックすると、を '
toggle'にしてdivをしてすだけです。

handleToggle = () => { 
    const el = findDOMNode(this.refs.toggle); 
    $(el).slideToggle(); 
};

を 'toggle'にしましょう

<ul className=”profile-info additional-profile-info-list” ref=”toggle”> 
  <li> 
    <span className=”info-email”>Office Email</span>   me@shuvohabib.com 
  </li> 
</ul>

onClickで 'handleToggle'をさせるdiv。

 <div className=”ellipsis-click” onClick={this.handleToggle}> 
   <i className=”fa-ellipsis-h”/> 
 </div>

のなコードをてみましょう。

import React from ‘react’; 
import { findDOMNode } from ‘react-dom’; 
import $ from ‘jquery’; 
 
export default class FullDesc extends React.Component { 
    constructor() { 
        super(); 
    } 
 
    handleToggle = () => { 
        const el = findDOMNode(this.refs.toggle); 
        $(el).slideToggle(); 
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    }; 
 
    render() { 
        return ( 
            <div className=”long-desc”> 
                <ul className=”profile-info”> 
                    <li> 
                        <span className=”info-title”>User Name : </span> Shuvo Habib 
                    </li> 
                </ul> 
 
                <ul className=”profile-info additional-profile-info-list” ref=”toggle”> 
                    <li> 
                        <span className=”info-email”>Office Email</span> me@shuvohabib.com 
                    </li> 
                </ul> 
 
                <div className=”ellipsis-click” onClick={this.handleToggle}> 
                    <i className=”fa-ellipsis-h”/> 
                </div> 
            </div> 
        ); 
    } 
}

たちはですこれが、 ReactコンポーネントでjQueryをするです。

オンラインでjQueryでのReactJSのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6009/jqueryでの
reactjsの
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5: JSX

JSXは、JavaScriptにXMLをするプリプロセッサ・ステップです。 ReactをJSXなしでうことはいあ
りませんが、JSXはReactをよりエレガントにします。

XMLとに、JSXタグにはタグ、、があります。がでまれている、はです。それのは、をでみます
。はまれたJavaScriptです。

に、JSXはReact.createElement(component, props, ...children)になをするだけです。

したがって、のJSXコード

class HelloMessage extends React.Component { 
  render() { 
    return <div>Hello {this.props.name}</div>; 
  } 
} 
 
ReactDOM.render(<HelloMessage name="Kalo" />, mountNode);

のJavaScriptコードにコンパイルします。

class HelloMessage extends React.Component { 
  render() { 
    return React.createElement( 
      "div", 
      null, 
      "Hello ", 
      this.props.name 
    ); 
  } 
} 
 
ReactDOM.render(React.createElement(HelloMessage, { name: "Kalo" }), mountNode);

として、 JSXののはでもHTMLでもないことにしてください。

const element = <h1>Hello, world!</h1>;

これはJSXとばれ、 JavaScriptのです。 JSXはテンプレートをいさせるかもしれませんが、
JavaScriptのをえています。

Reactチームは、らのドキュメントで、UIをどのようにせるべきかをすることをしています。

Examples

JSXの
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JSXでをするはいくつかあります。

JavaScript

のJavaScriptを{}んでとしてすことができます 。たとえば、このJSXでは

<MyComponent count={1 + 2 + 3 + 4} />

MyComponentでは、1 + 2 + 3 + 4がされるため、 props.countのは10になります。

IfとforループはJavaScriptのではないため、JSXですることはできません。

リテラル
もちろん、のstring literalをpropとしてすこともできます。これらの2つのJSXはです。

<MyComponent message="hello world" /> 
 
<MyComponent message={'hello world'} />

リテラルをすと、そのはHTMLアンエスケープされます。したがって、これらの2つのJSXはです
。

<MyComponent message="&lt;3" /> 
 
<MyComponent message={'<3'} />

このはではありません。これは、のためにここにされています。

デフォルト
にをさないと、 デフォルトはtrueになりtrue 。これらの2つのJSXはです。

<MyTextBox autocomplete /> 
 
<MyTextBox autocomplete={true} />

しかし、Reactチームは、 このアプローチをしているドキュメントでは、 {foo: true}ではなく
{foo: foo}であるES6オブジェクトの{foo}とするがあるためしていません 。らは、このがちょう
どそこにあり、HTMLのにマッチするといます。
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スプレッドアトリビュート
すでにオブジェクトとしてをっていてJSXですは、スプレッドとして...をしてオブジェクトをす
ことができます。これらの2つのコンポーネントはです。

function Case1() { 
  return <Greeting firstName="Kaloyab" lastName="Kosev" />; 
} 
 
function Case2() { 
  const person = {firstName: 'Kaloyan', lastName: 'Kosev'}; 
  return <Greeting {...person} />; 
}

JSXのたち

タグとタグのをむJSXでは、これらのタグのコンテンツはなprop props.childrenとしてされます。
をすにはいくつかのがあります

リテラル
あなたはタグとタグのにをくことができ、 props.childrenはそのになります。これは、みみの
HTMLのくにちます。えば

<MyComponent> 
    <h1>Hello world!</h1> 
</MyComponent>

これはなJSXで、MyComponentのprops.childrenはに<h1>Hello world!</h1>ます。

HTMLはエスケープされていないので、はHTMLとじようにJSXをくことができます。

これをにいて、この、JSX

のとのをします。•
をします。•
タグにするしいがされます。•
リテラルのでするしいは、のスペースにされます。•

JSXチルドレン
として、よりくのJSXをすることができます。これはネストされたコンポーネントをするのにで
す
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<MyContainer> 
  <MyFirstComponent /> 
  <MySecondComponent /> 
</MyContainer>

さまざまなタイプのをさせることができるので、JSXのとにリテラルをできます 。これは、JSX

がHTMLのようなもので、なJSXとなHTMLのであるのです。

<div> 
  <h2>Here is a list</h2> 
  <ul> 
    <li>Item 1</li> 
    <li>Item 2</li> 
  </ul> 
</div>

ReactコンポーネントはのReactをすことはできませんが、のJSXはのをつことができます 。した
がって、のをレンダリングするは、ののようにdivラップすることができます。

JavaScript

のJavaScriptを{}にんでとしてすことができます。たとえば、これらのはです。

<MyComponent>foo</MyComponent> 
 
<MyComponent>{'foo'}</MyComponent>

これは、のさのJSXのリストをレンダリングするにです。たとえば、のようにHTMLリストをレン
ダリングします。

const Item = ({ message }) => ( 
  <li>{ message }</li> 
); 
 
const TodoList = () => { 
  const todos = ['finish doc', 'submit review', 'wait stackoverflow review']; 
  return ( 
    <ul> 
      { todos.map(message => (<Item key={message} message={message} />)) } 
    </ul> 
  ); 
};

JavaScriptはのタイプのとすることができます。

としての
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、JSXにされたJavaScriptは、、React、またはそれらのリストにされます。しかし、 
props.children 、Reactがレンダリングするをっているだけでなく、あらゆるのデータをすことが
できるで、のとじようにします。たとえば、カスタムコンポーネントをしている、 props.children
としてコールバックをることができます。

const ListOfTenThings = () => ( 
  <Repeat numTimes={10}> 
    {(index) => <div key={index}>This is item {index} in the list</div>} 
  </Repeat> 
); 
 
// Calls the children callback numTimes to produce a repeated component 
const Repeat = ({ numTimes, children }) => { 
  let items = []; 
  for (let i = 0; i < numTimes; i++) { 
    items.push(children(i)); 
  } 
  return <div>{items}</div>; 
};

Reactがレンダリングするにできるものにされるり、カスタムコンポーネントにされたはでもか
まいません。このいはではありませんが、JSXのをしたいにします。

される
false 、 null 、 undefined 、およびtrueがなであることにしてください。しかし、らはにレンダリ
ングしません。これらのJSXはすべてじものにレンダリングされます。

<MyComponent /> 
 
<MyComponent></MyComponent> 
 
<MyComponent>{false}</MyComponent> 
 
<MyComponent>{null}</MyComponent> 
 
<MyComponent>{true}</MyComponent>

これは、Reactをきでレンダリングするのににです。このJSXは、 showHeaderがtrueのにのみaをレ
ンダリングします。

<div> 
  {showHeader && <Header />} 
  <Content /> 
</div>

1つのなは、 0のような「の」のいくつかはとしてReactによってレンダリングされるということ
です。たとえば、このコードは、 props.messagesがののに0がされるため、どおりにしません。
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<div> 
  {props.messages.length && 
    <MessageList messages={props.messages} /> 
  } 
</div>

これをするの1つは、 &&のがにブールであることをすることです。

<div> 
  {props.messages.length > 0 && 
    <MessageList messages={props.messages} /> 
  } 
</div>

に、 false 、 true 、 null 、またはundefinedようなをにするには、ににするがあることにしてくだ
さい。

<div> 
  My JavaScript variable is {String(myVariable)}. 
</div>

オンラインでJSXをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/8027/jsx
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6: React Boilerplate [リアクション+バベル+ウ
ェブパック]

Examples

プロジェクトの

プロジェクトのをインストールするには、ノードパッケージマネージャがです。 Nodejs.orgから
オペレーティングシステムのノードをダウンロードしてください。 Node Package Managerには
ノードがしています。

ノード・バージョン・マネージャをして、ノードとnpmバージョンのをすることもできます。なるノ
ードのバージョンでプロジェクトをテストするのにです。ただし、にはされません。

システムにノードをインストールしたら、まずバベルとウェブパックをってのReactプロジェク
トをするためのパッケージをインストールしてください。

にでコマンドをちめるに。 BabelとWebpackがわれているものをてみましょう。

でnpm initをすると、プロジェクトをできます。にいます。その、のコマンドをでします。

npm install react react-dom --save

Dev Dependecies

npm install babel-core babel-loader babel-preset-es2015 babel-preset-react babel-preset-stage-0 
webpack webpack-dev-server react-hot-loader --save-dev

オプションのDev

npm install eslint eslint-plugin-react babel-eslint --save-dev

このサンプル package.jsonをすることができます

ののプロジェクトルートに.babelrcをします。

{ 
  "presets": ["es2015", "stage-0", "react"] 
}

にじて、ののプロジェクトルートに.eslintrcをします。

{ 
  "ecmaFeatures": { 
    "jsx": true, 
    "modules": true 
  }, 
  "env": { 
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    "browser": true, 
    "node": true 
  }, 
  "parser": "babel-eslint", 
  "rules": { 
    "quotes": [2, "single"], 
    "strict": [2, "never"], 
  }, 
  "plugins": [ 
    "react" 
  ] 
}

されたファイルをgitリポジトリにアップロードしないように.gitignoreファイルをします。

node_modules 
npm-debug.log 
.DS_Store 
dist

ののwebpack.config.jsファイルをします。

var path = require('path'); 
var webpack = require('webpack'); 
 
module.exports = { 
  devtool: 'eval', 
  entry: [ 
    'webpack-dev-server/client?http://localhost:3000', 
    'webpack/hot/only-dev-server', 
    './src/index' 
  ], 
  output: { 
    path: path.join(__dirname, 'dist'), 
    filename: 'bundle.js', 
    publicPath: '/static/' 
  }, 
  plugins: [ 
    new webpack.HotModuleReplacementPlugin() 
  ], 
  module: { 
    loaders: [{ 
      test: /\.js$/, 
      loaders: ['react-hot', 'babel'], 
      include: path.join(__dirname, 'src') 
    }] 
  } 
};

に、 sever.jsファイルをして、ののnpm startをできるようにします。

var webpack = require('webpack'); 
var WebpackDevServer = require('webpack-dev-server'); 
var config = require('./webpack.config'); 
 
new WebpackDevServer(webpack(config), { 
  publicPath: config.output.publicPath, 
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  hot: true, 
  historyApiFallback: true 
}).listen(3000, 'localhost', function (err, result) { 
  if (err) { 
    return console.log(err); 
  } 
 
  console.log('Serving your awesome project at http://localhost:3000/'); 
});

あなたのReactプロジェクトがかをするのをるためにsrc/app.jsファイルをsrc/app.jsます。

import React, { Component } from 'react'; 
 
export default class App extends Component { 
  render() { 
    return ( 
      <h1>Hello, world.</h1> 
    ); 
  } 
}

package.json startがstartすのかをしていれば、ターミナルでnode server.jsまたはnpm startします
。

スタータープロジェクト

このプロジェクトについて

これはなプロジェクトです。このは、ReactJs + Webpack + Bableのをするためのガイドです。

めましょう

たちは、fire up expressサーバーのノード・パッケージ・マネージャーをとし、プロジェクトのをし
ます。ノード・パッケージ・マネージャーをめてごのは、 ここでできます 。ノード・パッケージ・マ
ネージャーのインストールはここでです。

なのフォルダをし、ターミナルまたはGUIからナビゲートします。ターミナルにき、 npm initと
すると、package.jsonファイルがされます。もないので、プロジェクト、バージョン、エントリ
ポイント、gitリポジトリ、、ライセンスなどがあります。エントリポイントは、プロジェクトを
するときにノードがにすためです。に、あなたがするをするようめられます。 yesとするか、ま
たはすることができます 。これで、 package.jsonファイルがです。

Expressサーバーのセットアップ npm install express @ 4 - saveをします 。これはこのプロジェ
クトになすべてのです。ここではフラグはですが、 package.jsファイルはされません。 
package.jsonのなタスクは、のリストをすることです。あなたのpackage.jsonは"dependencies": { 

"express": "^4.13.4", ............. },ようにえます"dependencies": { "express": "^4.13.4", 
............. },

なダウンロードの、 node_modulesフォルダとのサブフォルダがあることがわかります。プロジ
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ェクトのルートにしいファイルserver.jsファイルをします。はエクスプレスサーバーをしていま
す。はすべてのコードをわらせ、でします。

var express = require('express'); 
// Create our app 
var app = express(); 
 
app.use(express.static('public')); 
 
app.listen(3000, function () { 
  console.log('Express server is using port:3000'); 
});

var express = require 'express';これはあなたにAPIのアクセスをえます。

var app = express;としてエクスプレスライブラリをびします。 app.use;エクスプレスアプリケー
ションにをさせてください。 app.useexpress.static 'public';たちのWebサーバーにされるフォルダ
をします。 app.listenport、function{}ここでたちのポートは3000になり、々がびしているはWeb

サーバーがしくしていることをします。それはいサーバーがセットアップされているということ
です。

はたちのプロジェクトにき、しいフォルダをし、 index.htmlファイルをします。 index.htmlはア
プリケーションのデフォルト・ファイルで、Expressサーバーはこのファイルをします。 
index.htmlは、のようななhtmlファイルです

<!DOCTYPE html> 
<html> 
 
<head> 
  <meta charset="UTF-8"/> 
</head> 
 
<body> 
  <h1>hello World</h1> 
</body> 
 
</html>

ターミナルからプロジェクトパスにし、 ノードserver.jsをします 。 * console.log 'Expressサーバ
ーはポートをしています3000'; *がされます。

ブラウザにし、 http// localhost3000とすると、 hello Worldがされます。

すぐパブリックフォルダにし、しいファイルapp.jsxをします。 JSXはJavaScriptにXMLをするプ
リプロセッサ・ステップです.ReactをJSXなしですることはいありませんが、JSXはReactをもっと
エレガントにします。 app.jsxのサンプルコードはのとおりです

ReactDOM.render( 
  <h1>Hello World!!!</h1>, 
  document.getElementById('app') 
);
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index.htmlにき、コードをします。これはのようになります。

<!DOCTYPE html> 
<html> 
 
<head> 
  <meta charset="UTF-8"/> 
  <script src="https://cdnjs.cloudflare.com/ajax/libs/babel-core/5.8.23 
/browser.min.js"></script> 
  <script src="https://cdnjs.cloudflare.com/ajax/libs/react/0.14.7/react.js"> 
</script> 
  <script src="https://cdnjs.cloudflare.com/ajax/libs/react/0.14.7/react-dom.js">    </script> 
</head> 
 
<body> 
  <div id="app"></div> 
 
  <script type="text/babel" src="app.jsx"></script> 
</body> 
 
</html>

これで、あなたはすべてです。はあなたがそれをにつけることをっています。

オンラインでReact Boilerplate [リアクション+バベル+ウェブパック]をむ 

https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/5969/react-boilerplate--リアクションplusバベルplusウェブパ
ック-
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7: React、WebpackTypescriptのインストール
エディタVSコードなどでのをするには、プロジェクトでするモジュールのをダウンロードするが
あります。

たとえば、あなたのプロジェクトでReactとReactDOMをしている、それらのためにハイライトと
Intellisenseをしたいとします。のコマンドをして、タイプをプロジェクトにするがあります

npm install --save @types/react @types/react-dom

あなたのエディタはこのタイピングをにし、これらのモジュールにしてオートコンプリートと
Intellisenseをするようになりました。

Examples

webpack.config.js

module.exports = { 
    entry: './src/index', 
    output: { 
        path: __dirname + '/build', 
        filename: 'bundle.js' 
    }, 
    module: { 
        rules: [{ 
            test: /\.tsx?$/, 
            loader: 'ts-loader', 
            exclude: /node_modules/ 
        }] 
    }, 
    resolve: { 
        extensions: ['.ts', '.tsx'] 
    } 
};

なコンポーネントはのとおりですentry 、 output 、そののWebpackプロパティにえて。

ローダー
このためには、 .tsと.tsxファイルをテストするルールをし、 ts-loaderとしてするがあります。

TSをする
また、 .tsと.tsxをresolveにするがあります。そうしないと、webpackはそれらをしません。
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tsconfig.json

これはあなたをかすためののtsconfigです。

{ 
    "include": [ 
        "src/*" 
    ], 
    "compilerOptions": { 
        "target": "es5", 
        "jsx": "react", 
        "allowSyntheticDefaultImports": true 
    } 
}

プロパティを1つずつしてみましょう

include

これはソースコードのです。ここでは、 srcディレクトリのすべてをコンパイルにめることをす
るsrc/*エントリが1つしかありません。

compilerOptions.target

ES5ターゲットにコンパイルすることをします。

compilerOptions.jsx

これをtrueすると、TypeScriptはにReact.createElement("div")を<div />から
React.createElement("div")コンパイルします。

compilerOptions.allowSyntheticDefaultImports

あなたがES6モジュールであるかのようにノードモジュールをインポートできるハンディープロ
パティー。

import * as React from 'react' 
const { Component } = React

あなたはちょうどできます

import React, { Component } from 'react'

Reactにデフォルトのエクスポートがないというエラーはされません。

ののコンポーネント

import React, { Component } from 'react'; 
import ReactDOM from 'react-dom'; 
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interface AppProps { 
    name: string; 
} 
interface AppState { 
    words: string[]; 
} 
 
class App extends Component<AppProps, AppState> { 
    constructor() { 
        super(); 
        this.state = { 
            words: ['foo', 'bar'] 
        }; 
    } 
 
    render() { 
        const { name } = this.props; 
        return (<h1>Hello {name}!</h1>); 
    } 
} 
 
const root = document.getElementById('root'); 
ReactDOM.render(<App name="Foo Bar" />, root);

ReactでTypeScriptをする、React DefinitelyTyped npm install --save @types/react をダウンロー
ドするnpm install --save @types/react 、すべてのコンポーネントでタイプをするがあります。

あなたはこうします

class App extends Component<AppProps, AppState> { }

ここで、 AppPropsとAppStateは、それぞれコンポーネントのやのインタフェースまたはタイプエイ
リアスです。

オンラインでReact、WebpackTypescriptのインストールをむ 

https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/9590/react-webpack-typescriptのインストール
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8: React.Componentをする
ケース1React.createClass{}•

ケース2MyComponentクラスがReact.Component {}をする•

React.createClass は React.createClass でされ、v16でされるです。としてなもののためのドロッ
プインパッケージがあります。それをするをするがあります。

Examples

の

2つのコードをしてのいをべてみましょう。

React.createClass

ここでは、Reactクラスがりてられたconstをっています。なベースコンポーネントをするには、 
renderをけます。

import React from 'react'; 
 
const MyComponent = React.createClass({ 
  render() { 
    return ( 
      <div></div> 
    ); 
  } 
}); 
 
export default MyComponent;

React.Component

のReact.createClassをとり、それをES6クラスをするようにしましょう。

import React from 'react'; 
 
class MyComponent extends React.Component { 
  render() { 
    return ( 
      <div></div> 
    ); 
  } 
} 
 
export default MyComponent;
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このでは、ES6クラスをしています。 Reactのでは、React.createClassにアクセスするのではな
く、 MyComponentというクラスをし、React.Componentからします。このようにして、React

のやJavaScriptをなくします。

PS、これはのブラウザでするようにES6からES5をコンパイルするために、Babelのようなもの
でされます。

のとPropTypeをする

デフォルトとそのをしするにはながあります。

React.createClass

このバージョンでは、 propTypesプロパティはpropのをできるObjectです。 getDefaultPropsプロパ
ティは、オブジェクトをしてをするです。

import React from 'react'; 
 
const MyComponent = React.createClass({ 
  propTypes: { 
    name: React.PropTypes.string, 
    position: React.PropTypes.number 
  }, 
  getDefaultProps() { 
    return { 
      name: 'Home', 
      position: 1 
    }; 
  }, 
  render() { 
    return ( 
      <div></div> 
    ); 
  } 
}); 
 
export default MyComponent;

React.Component

このバージョンでは、 propTypesをcreateClassオブジェクトのとしてプロパティではなく、の
MyComponentクラスのプロパティとしてします。

getDefaultPropsは、defaultPropsというクラスのObjectプロパティにされました。これはもはや
getではなく、なるObjectです。よりくのReactのをします。これはなJavaScriptです。

import React from 'react'; 
 
class MyComponent extends React.Component { 
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  constructor(props) { 
    super(props); 
  } 
  render() { 
    return ( 
      <div></div> 
    ); 
  } 
} 
MyComponent.propTypes = { 
  name: React.PropTypes.string, 
  position: React.PropTypes.number 
}; 
MyComponent.defaultProps = { 
  name: 'Home', 
  position: 1 
}; 
 
export default MyComponent;

さらに、 propTypesとdefaultPropsのもあります。これは、あなたのビルドにES7プロパティがに
なっているのショートカットです

import React from 'react'; 
 
class MyComponent extends React.Component { 
  static propTypes = { 
    name: React.PropTypes.string, 
    position: React.PropTypes.number 
  }; 
  static defaultProps = { 
    name: 'Home', 
    position: 1 
  }; 
  constructor(props) { 
    super(props); 
  } 
  render() { 
    return ( 
      <div></div> 
    ); 
  } 
} 
 
export default MyComponent;

をする

のにがあります。

React.createClass

のオブジェクトをにすgetInitialStateがあります。
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import React from 'react'; 
 
const MyComponent = React.createClass({ 
  getInitialState () { 
    return { 
      activePage: 1 
    }; 
  }, 
  render() { 
    return ( 
      <div></div> 
    ); 
  } 
}); 
 
export default MyComponent;

React.Component

このバージョンでは、 getInitialStateをするわりに、すべてのをコンストラクタのなプロパティ
としてします。これはなJavaScriptなので、「React API」がなくなっているようにじます。

import React from 'react'; 
 
class MyComponent extends React.Component { 
  constructor(props) { 
    super(props); 
    this.state = { 
      activePage: 1 
    }; 
  } 
  render() { 
    return ( 
      <div></div> 
    ); 
  } 
} 
 
export default MyComponent;

ミックスイン

々はすることができますmixinsReact.createClassので。

React.createClass

このバージョンでは、なミックスインのをるmixinsプロパティをして、コンポーネントにmixinsを
できます。これらはコンポーネントクラスをします。

import React from 'react'; 
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var MyMixin = { 
  doSomething() { 
 
  } 
}; 
const MyComponent = React.createClass({ 
  mixins: [MyMixin], 
  handleClick() { 
    this.doSomething(); // invoke mixin's method 
  }, 
  render() { 
    return ( 
      <button onClick={this.handleClick}>Do Something</button> 
    ); 
  } 
}); 
 
export default MyComponent;

React.Component

ES6でかれたReactコンポーネントをする、React mixinsはサポートされません。さらに、React

のES6クラスはサポートされません。らはであるとえられているからです。

"this" Context

React.createClassをすると、にthisコンテキストがしくバインドされますが、ES6クラスをして
いるはそうではありません。

React.createClass

this.handleClickメソッドがバインドされたonClickにしてください。このメソッドがびされると、
ReactはhandleClickしいコンテキストをします。

import React from 'react'; 
 
const MyComponent = React.createClass({ 
  handleClick() { 
    console.log(this); // the React Component instance 
  }, 
  render() { 
    return ( 
      <div onClick={this.handleClick}></div> 
    ); 
  } 
}); 
 
export default MyComponent;
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React.Component

ES6クラスの、 thisはデフォルトではnullです。クラスのプロパティはにReactクラスコンポーネ
ントインスタンスにバインドされません。

import React from 'react'; 
 
class MyComponent extends React.Component { 
  constructor(props) { 
    super(props); 
  } 
  handleClick() { 
    console.log(this); // null 
  } 
  render() { 
    return ( 
      <div onClick={this.handleClick}></div> 
    ); 
  } 
} 
 
export default MyComponent;

thisでは、たちがしいことにることができるいくつかのがあります。

ケース1バインドインライン

import React from 'react'; 
 
class MyComponent extends React.Component { 
  constructor(props) { 
    super(props); 
  } 
  handleClick() { 
    console.log(this); // the React Component instance 
  } 
  render() { 
    return ( 
      <div onClick={this.handleClick.bind(this)}></div> 
    ); 
  } 
} 
 
export default MyComponent;

ケース2クラスコンストラクタでバインドする

のアプローチは、のしているthis.handleClickのconstructor 。このようにして、インラインをけま
す。 JSXにくれることをけるよりいアプローチとして、くのがえています。

import React from 'react'; 
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class MyComponent extends React.Component { 
  constructor(props) { 
    super(props); 
    this.handleClick = this.handleClick.bind(this); 
  } 
  handleClick() { 
    console.log(this); // the React Component instance 
  } 
  render() { 
    return ( 
      <div onClick={this.handleClick}></div> 
    ); 
  } 
} 
 
export default MyComponent;

ケース3ES6のをする

にバインドしなくても、ES6のをすることもできます。

import React from 'react'; 
 
class MyComponent extends React.Component { 
  constructor(props) { 
    super(props); 
  } 
  handleClick = () => { 
    console.log(this); // the React Component instance 
  } 
  render() { 
    return ( 
      <div onClick={this.handleClick}></div> 
    ); 
  } 
} 
 
export default MyComponent;

ES6 / ajaxに "this"キーワードをさせてサーバーからデータをする

import React from 'react'; 
 
class SearchEs6 extends React.Component{ 
    constructor(props) { 
        super(props); 
        this.state = { 
            searchResults: [] 
        }; 
    } 
 
    showResults(response){ 
        this.setState({ 
            searchResults: response.results 
        }) 
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    } 
 
    search(url){ 
        $.ajax({ 
            type: "GET", 
            dataType: 'jsonp', 
            url: url, 
            success: (data) => { 
                this.showResults(data); 
            }, 
            error: (xhr, status, err) => { 
                console.error(url, status, err.toString()); 
            } 
        }); 
    } 
 
    render() { 
        return ( 
            <div> 
                <SearchBox search={this.search.bind(this)} /> 
                <Results searchResults={this.state.searchResults} /> 
            </div> 
        ); 
    } 
}

オンラインでReact.Componentをするをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6371/react-

componentをする
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9: Reactでキーをするとその

き

Reactコンポーネントのリストをレンダリングするときはいつでも、コンポーネントはkeyをつが
あります。キーはのにすることができますが、そのリストにしてであるがあります。

Reactがアイテムのリストにをレンダリングするがある、Reactはのリストをにりし、いがあれば
いつでもをします。にされているキーがない、Reactはをスキャンします。それの、Reactはキー
をして、リストにまたはされたキーをします

については、このリンクをしてキーのをごください  https : //facebook.github.io/react/docs/lists-
and-keys.html

このリンクをして、キーをすることがされるをおみください  https : 
//facebook.github.io/react/docs/reconciliation.html#recursing-on-children

Examples

な

クラスレスのReactコンポーネントの

function SomeComponent(props){ 
 
    const ITEMS = ['cat', 'dog', 'rat'] 
    function getItemsList(){ 
        return ITEMS.map(item => <li key={item}>{item}</i>); 
    } 
 
    return ( 
        <ul> 
            {getItemsList()} 
        </ul> 
    ); 
}

このでは、のコンポーネントはのようにされます。

<ul> 
    <li key='cat'>cat</li> 
    <li key='dog'>dog</li> 
    <li key='rat'>rat</li> 
<ul>

オンラインでReactでキーをするとそのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/9665/reactでキ
ーをするとその
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10: Reduxにする

き

では、フロントエンドでアプリケーションレベルのをするためのとなってきており、「アプリケ
ーション」をう々は、それをうことがよくあります。このトピックでは、Reactアプリケーショ
ンでライブラリReduxをするとについてします。

Reactのコンポーネントアーキテクチャは、アプリケーションをモジュールされたカプセルされ
たさなにするのにらしいものですが、アプリケーションのをするためのいくつかのがあります。 
Reduxをするは、じデータをのコンポーネントまたはページルートにするがあるです。そので、
あるコンポーネントまたはのコンポーネントにローカルなにデータをすることはもうできません
。コンポーネントでメッセージをすると、すぐにすることになります。 Reduxをすると、コンポ
ーネントはすべてストアのじデータにサブスクライブされ、はアプリケーションにしてにされま
す。

Examples

の

createStoreをしてReduxストアをします。

import { createStore } from 'redux' 
import todoApp from './reducers' 
let store = createStore(todoApp, { inistialStateVariable: "derp"})

をしてコンポーネントをReduxストアにし、ストアからコンポーネントにプルプルをプルします
。

import { connect } from 'react-redux' 
 
const VisibleTodoList = connect( 
  mapStateToProps, 
  mapDispatchToProps 
)(TodoList) 
 
export default VisibleTodoList

コンポーネントがReduxストアにメッセージをするためのアクションをします。

/* 
 * action types 
 */ 
 
export const ADD_TODO = 'ADD_TODO' 
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export function addTodo(text) { 
  return { type: ADD_TODO, text } 
}

これらのメッセージをして、リデューサのストアのしいをします。

function todoApp(state = initialState, action) { 
  switch (action.type) { 
    case SET_VISIBILITY_FILTER: 
      return Object.assign({}, state, { 
        visibilityFilter: action.filter 
      }) 
    default: 
      return state 
  } 
}

オンラインでReduxにするをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/10856/reduxにする
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11: TypescriptでのReactJSの

Examples

TypescriptでかれたReactJSコンポーネント

、ReactJSのコンポーネントはTypescriptでfacebookののようにうことができます。 'jsx'ファイル
のを 'tsx'にきえてください

//helloMessage.tsx: 
var HelloMessage = React.createClass({ 
  render: function() { 
    return <div>Hello {this.props.name}</div>; 
  } 
}); 
ReactDOM.render(<HelloMessage name="John" />, mountNode);

しかし、Typescriptのなチェックをフルにするためには、

1React.createClassのをES6にするクラス

//helloMessage.tsx: 
class HelloMessage extends React.Component { 
  render() { 
    return <div>Hello {this.props.name}</div>; 
  } 
} 
ReactDOM.render(<HelloMessage name="John" />, mountNode);

2に、とのインターフェースをする

interface IHelloMessageProps { 
    name:string; 
} 
 
interface IHelloMessageState { 
  //empty in our case 
} 
 
class HelloMessage extends React.Component<IHelloMessageProps, IHelloMessageState> { 
  constructor(){ 
    super(); 
  } 
  render() { 
    return <div>Hello {this.props.name}</div>; 
  } 
} 
ReactDOM.render(<HelloMessage name="Sebastian" />, mountNode);

プログラマがをすことをれた、Typescriptはエラーをします。または、インタフェースにされて
いないをした。
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Typescriptのステートレスなリアクションコンポーネント

それらののなであり、をとしないコンポーネントは、クラスをするわりに、JavaScriptとしてす
ることができます。

import React from 'react' 
 
const HelloWorld = (props) => ( 
    <h1>Hello, {props.name}!</h1> 
);

React.SFCクラスをってReact.SFCでじことができます

import * as React from 'react'; 
 
class GreeterProps { 
   name: string 
} 
 
const Greeter : React.SFC<GreeterProps> = props => 
    <h1>Hello, {props.name}!</h1>;

なお、React.SFCですReact.StatelessComponentのいずれかをすることができますので、。

インストールとセットアップ

ノード・プロジェクトでreactとtypescriptをするには、にnpmでされたプロジェクト・ディレクトリ
ーをっていなければなりません。 npm initディレクトリをするには

npmまたはでのりけ

のようにしてnpmをってReactをインストールすることができます

npm install --save react react-dom

FacebookはYarnというのパッケージマネージャをリリースしました。これはReactのインストー
ルにもできます。 Yarnをインストールしたら、のコマンドをするだけです

yarn add react react-dom

Reactをnpmでインストールしたとまったくじで、プロジェクトでReactをすることができます。

Typescript 2.0でののインストール

typescriptをしてコードをコンパイルするには、npmまたはyarnをしてファイルをまたはインスト
ールします。

npm install --save-dev @types/react @types/react-dom
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または、をして

yarn add --dev @types/react @types/react-dom

Typescriptのいバージョンでののインストール

tsdというのパッケージをするがあります

tsd install react react-dom --save

Typescriptのまたは

JavaScriptとhtml / xmlをさせたJSXをするには、typescriptコンパイラのをするがあります。プロ
ジェクトのtypescriptファイルはtsconfig.jsonというtsconfig.json に、JSXオプションをのように
するがあります。

"compilerOptions": { 
    "jsx": "react" 
},

そのコンパイラオプションは、にtypescriptコンパイラに、コードのJSXタグをjavascriptびしにす
るようにします。

typescriptコンパイラがJSXをプレーンなjavascriptびしにするのをけるには、

"compilerOptions": { 
    "jsx": "preserve" 
},

ステートレスおよびプロパティレスコンポーネント

のないもなコンポーネントとプロパティは、のようにできます。

import * as React from 'react'; 
 
const Greeter = () => <span>Hello, World!</span>

しかし、そのコンポーネントはthis.propsアクセスすることができません。 this.props 、
typescriptはそれがコンポーネントかどうかをることができないからです。そのにアクセスするに
は、をします。

import * as React from 'react'; 
 
const Greeter: React.SFC<{}> = props => () => <span>Hello, World!</span>

コンポーネントににプロパティをしていないでも、すべてのコンポーネントにはがあるため、 
props.childrenアクセスできるようになりました。
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ステートレスとプロパティレスのコンポーネントのもう1つののれたいは、なページテンプレート
のです。は、プロジェクトにのContainer 、 NavTop 、およびNavBottomコンポーネントがにすると
すると、なPageコンポーネントのNavBottomです。

import * as React from 'react'; 
 
const Page: React.SFC<{}> = props => () => 
    <Container> 
        <NavTop /> 
        {props.children} 
        <NavBottom /> 
    </Container> 
 
const LoginPage: React.SFC<{}> = props => () => 
    <Page> 
        Login Pass: <input type="password" /> 
    </Page>

このでは、 Pageコンポーネントはでののページでテンプレートとしてできます。

オンラインでTypescriptでのReactJSのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/1419/typescript

でのreactjsの
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12: インストール

Examples

シンプルなセットアップ

フォルダの
このでは、 src/コードとout/することをしています。このようにフォルダはのようになります

example/ 
|-- src/ 
|   |-- index.js 
|   `-- ... 
|-- out/ 
`-- package.json

パッケージの
セットアップnpmをすると、に、Reactコードをes5のコードにするために、babelをするがあり
ます。

$npm install --save-dev babel-core babel-loader babel-preset-es2015 babel-preset-react

のコマンドは、webpackでするローダーモジュールとコアbabelライブラリをインストールするよ
うnpmにします。また、JSXとes6モジュールコードをするためにes6とするプリセットをインス
トールします。 プリセットにするは、ここでBabelプリセットをしてください

$npm i -D webpack

このコマンドはwebpackをのとしてインストールします。  はインストールのであり、 -Dは--
save-devのです

のwebpackパッケージのローダーやwebpack-dev-server extensionなどをインストールすることも
できます。

に、のコードがになります

$npm i -D react react-dom

ウェブパックの
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のでは、webpackにをすべきかをえるためにwebpack.config.jsファイルがになります

シンプルなwebpack.config.js

var path = require('path'); 
 
module.exports = { 
  entry: './src/index.js', 
  output: { 
    path: path.resolve(__dirname, 'out'), 
    filename: 'bundle.js' 
  }, 
  module: { 
    loaders: [ 
      { 
        test: /\.js$/, 
        exclude: /(node_modules)/, 
        loader: 'babel-loader', 
        query: { 
          presets: ['es2015', 'react'] 
        } 
      } 
    ] 
  } 
};

このファイルはwebpackにindex.jsファイルsrc /にあるとでまり、 outディレクトリののbundle.js

ファイルにするようにします。

moduleブロックは、にしてつかったすべてのファイルをテストするようにwebpackにし、した、
されたローダをびします。 この、 babel-loader さらに、 exclude regexは、 node_modulesフォルダ
のすべてのモジュールのこのなローダーをするようにnode_modulesます。これは、プロセスのスピ
ードアップにちます。に、 queryオプションは、webpackにどのパラメータをbabelにすかをえ、
にインストールしたプリセットをすためにされます。

セットアップのテスト

っているのは、 src/index.jsファイルをし、アプリケーションをパックすることです

src / index.js

'use strict' 
 
import React from 'react' 
import { render } from 'react-dom' 
 
const App = () => { 
  return <h1>Hello world!</h1> 
} 
 
render( 
  <App />, 
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  document. getElementById('app') 
)

このファイルは、、な<h1>Hello world!</h1>ヘッダーをID「app」のhtmlタグにレンダリングしま
すが、のところコードをトランスペアレントにするだけでです。

$./node_modules/.bin/webpack .ローカルにインストールされたバージョンのwebpackをします-gを
してwebpackをグローバルにインストールしたは$webpackします

これは、されたコードをout/bundle.jsファイルout/bundle.jsをにし、そのをするはずです。

webpack-dev-serverの

セットアップ
webpackをするなプロジェクトをした、 $npm i -g webpack-dev-serverをしてさせると、よりくで
きるようにhttpサーバーがインストールされます。

webpack.config.jsの
var path = require('path'); 
 
module.exports = { 
  entry: './src/index.js', 
  output: { 
    path: path.resolve(__dirname, 'out'), 
    publicPath: '/public/', 
    filename: 'bundle.js' 
  }, 
  module: { 
    loaders: [ 
      { 
        test: /\.js$/, 
        exclude: /(node_modules)/, 
        loader: 'babel', 
        query: { 
          presets: ['es2015', 'react'] 
        } 
      } 
    ] 
  }, 
  devServer: { 
    contentBase: path.resolve(__dirname, 'public'), 
    hot: true 
  } 
};

は

output.publicPathをするためのパスをします はWebpackファイルをしてください•
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devServer

contentBaseファイルをするためのパス index.html ○

hotは、ディスクのファイルにがえられたときにwebpack-dev-serverをホットリロード
するようにします

○

•

に、アプリをテストするためになindex.htmlがです。

index.html

<!DOCTYPE html> 
<html lang="en"> 
  <head> 
    <meta charset="utf-8"> 
    <title>React Sandbox</title> 
  </head> 
  <body> 
 
    <div id="app" /> 
 
    <script src="public/bundle.js"></script> 
  </body> 
</html>

こので$webpack-dev-serverをすると、ポート8080のローカルhttp $webpack-dev-serverがし、に
<h1>Hello world!</h1>をむページがレンダリングされます。

オンラインでインストールをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6441/インストール
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13: コンポーネント
React.createClass は React.createClass でされ、v16でされるです。としてなもののためのドロッ
プインパッケージがあります。それをするをするがあります。

Examples

コンポーネント

えられたHTMLファイル

index.html

<!DOCTYPE html> 
<html> 
  <head> 
    <meta charset="utf-8" /> 
    <title>React Tutorial</title> 
    <script src="https://cdnjs.cloudflare.com/ajax/libs/react/15.2.1/react.js"></script> 
    <script src="https://cdnjs.cloudflare.com/ajax/libs/react/15.2.1/react-dom.js"></script> 
    <script src="https://cdnjs.cloudflare.com/ajax/libs/babel-
core/5.8.34/browser.min.js"></script> 
  </head> 
  <body> 
    <div id="content"></div> 
    <script type="text/babel" src="scripts/example.js"></script> 
  </body> 
</html>

のファイルにのコードをして、コンポーネントをすることができます。

scripts / example.js

import React, { Component } from 'react'; 
import ReactDOM from 'react-dom'; 
 
class FirstComponent extends Component { 
  render() { 
    return ( 
      <div className="firstComponent"> 
        Hello, world! I am a FirstComponent. 
      </div> 
    ); 
  } 
} 
ReactDOM.render( 
  <FirstComponent />, // Note that this is the same as the variable you stored above 
  document.getElementById('content') 
);

のがられます div#contentにあるものにしてください。
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<!DOCTYPE html> 
<html> 
  <head> 
    <meta charset="utf-8" /> 
    <title>React Tutorial</title> 
    <script src="https://cdnjs.cloudflare.com/ajax/libs/react/15.2.1/react.js"></script> 
    <script src="https://cdnjs.cloudflare.com/ajax/libs/react/15.2.1/react-dom.js"></script> 
    <script src="https://cdnjs.cloudflare.com/ajax/libs/babel-
core/5.8.34/browser.min.js"></script> 
  </head> 
  <body> 
    <div id="content"> 
        <div className="firstComponent"> 
            Hello, world! I am a FirstComponent. 
        </div> 
    </div> 
    <script type="text/babel" src="scripts/example.js"></script> 
  </body> 
</html>

ネスティングコンポーネント

ReactJSののくは、コンポーネントのネストをにするです。の2つのコンポーネントをします。

var React = require('react'); 
var createReactClass = require('create-react-class'); 
 
var CommentList = reactCreateClass({ 
  render: function() { 
    return ( 
      <div className="commentList"> 
        Hello, world! I am a CommentList. 
      </div> 
    ); 
  } 
}); 
 
var CommentForm = reactCreateClass({ 
  render: function() { 
    return ( 
      <div className="commentForm"> 
        Hello, world! I am a CommentForm. 
      </div> 
    ); 
  } 
});

なるコンポーネントので、これらのコンポーネントをネストしてすることができます。

var React = require('react'); 
var createReactClass = require('create-react-class'); 
 
var CommentBox = reactCreateClass({ 
  render: function() { 
    return ( 
      <div className="commentBox"> 
        <h1>Comments</h1> 
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        <CommentList /> // Which was defined above and can be reused 
        <CommentForm /> // Same here 
      </div> 
    ); 
  } 
});

さらにネストするには3つのがあります。いずれもするがあります。

1.をわずにれにする
からき

var CommentList = reactCreateClass({ 
  render: function() { 
    return ( 
      <div className="commentList"> 
        <ListTitle/> 
        Hello, world! I am a CommentList. 
      </div> 
    ); 
  } 
});

これは、AがBをし、BがCをするスタイルです。

UIをかつに•

コンポーネントのにづいてにをにできます•

コンポジション・アーキテクチャーのの•
の•

い

BとCはちょうどプレゼンテーションコンポーネントです•

BはCのライフサイクルをするがあります•

2.どもをったネスティング
からき

var CommentBox = reactCreateClass({ 
  render: function() { 
    return ( 
      <div className="commentBox"> 
        <h1>Comments</h1> 
        <CommentList> 
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            <ListTitle/> // child 
        </CommentList> 
        <CommentForm /> 
      </div> 
    ); 
  } 
});

これは、AがBをし、AがBにCをするようするスタイルです。

よりいコンポーネントライフサイクル•
コンポジションアーキテクチャのの•
よりい•

はしになることができます•
コンポーネントのとの•

い

BはにCのかをするかけれなければならない•

AはCのライフサイクルをするがあります•

Bはthis.props.childrenをしてCをレンダリングし、Bがそれらのがであるかをるためのされたは
ありません。したがって、Bはをすることでどものをかにするかもしれませんが、Bがのものをに
るがあれば、3がよりいになるかもしれません。

3.をしてネスティングする
からき

var CommentBox = reactCreateClass({ 
  render: function() { 
    return ( 
      <div className="commentBox"> 
        <h1>Comments</h1> 
        <CommentList title={ListTitle}/> //prop 
        <CommentForm /> 
      </div> 
    ); 
  } 
});

これは、AがBをするスタイルであり、BはAがののためにかをすためのオプションをする。より
された。

としての•
な•
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よりい•

はしになることができます•
コンポーネントのとの•

い

Bにはかをするためにされたのがあります•

Bはをレンダリングするのかからない•

3は、、のをするためのですが、なをし、をにするためのなでもあります。 1はするものをるのに
もでいものですが、2と3はさまざまなユースケースでのをもたらすはずです。

コンポーネントの

これはなのです

import React, { Component } from 'react'; 
import { render } from 'react-dom'; 
 
class FirstComponent extends Component { 
    render() { 
        return ( 
            <div> 
                Hello, {this.props.name}! I am a FirstComponent. 
            </div> 
        ); 
    } 
} 
 
render( 
    <FirstComponent name={ 'User' } />, 
    document.getElementById('content') 
);

のは、 をんでいない ステートレスなとばれます。

そのような、 ES6のにづいたステートレスコンポーネントをするがましいことがあります。

ステートレスコンポーネント
くのアプリケーションでは、をするスマートコンポーネントがありますが、にをけり、JSXとし
てHTMLをすなコンポーネントをレンダリングします。ステートレスなコンポーネントは、はる
かにで、アプリケーションにいパフォーマンスをもたらします。

らは2つのながあります
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レンダリングされると、それらはされたすべてのでオブジェクトをけります1. 
レンダリングするJSXをさなければなりません2. 

// When using JSX inside a module you must import React 
import React from 'react'; 
import PropTypes from 'prop-types'; 
 
const FirstComponent = props => ( 
    <div> 
        Hello, {props.name}! I am a FirstComponent. 
    </div> 
); 
 
//arrow components also may have props validation 
FirstComponent.propTypes = { 
    name: PropTypes.string.isRequired, 
} 
 
// To use FirstComponent in another file it must be exposed through an export call: 
export default FirstComponent;

ステートフルコンポーネント
の「ステートレス」コンポーネントとはに、「ステートフル」コンポーネントには、 setStateメ
ソッドでできるオブジェクトがあります。をconstructorでしてからするがあります。

import React, { Component } from 'react'; 
 
class SecondComponent extends Component { 
    constructor(props) { 
        super(props); 
 
        this.state = { 
            toggle: true 
        }; 
 
        // This is to bind context when passing onClick as a callback 
        this.onClick = this.onClick.bind(this); 
    } 
 
    onClick() { 
        this.setState((prevState, props) => ({ 
            toggle: !prevState.toggle 
        })); 
    } 
 
    render() { 
        return ( 
            <div onClick={this.onClick}> 
                Hello, {this.props.name}! I am a SecondComponent. 
                <br /> 
                Toggle is: {this.state.toggle} 
            </div> 
        ); 
    } 
}
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ComponentはなくPureComponentコンポーネントをすると、いとのによるshouldComponentUpdate()ライ
フサイクルメソッドがにされます。これにより、するのないレンダリングのをらすことにより、
アプリケーションのパフォーマンスがします。これは、あなたのコンポーネントが「Pure」であ
り、にじをじとのでレンダリングすることをとしています。

コンポーネント
コンポーネントHOCは、コンポーネントをすることをにします。

import React, { Component } from 'react'; 
 
const PrintHello = ComposedComponent => class extends Component { 
    onClick() { 
        console.log('hello'); 
    } 
 
    /* The higher order component takes another component as a parameter 
    and then renders it with additional props */ 
    render() { 
        return <ComposedComponent {...this.props } onClick={this.onClick} /> 
    } 
} 
 
const FirstComponent = props => ( 
    <div onClick={ props.onClick }> 
        Hello, {props.name}! I am a FirstComponent. 
    </div> 
); 
 
const ExtendedComponent = PrintHello(FirstComponent);

のコンポーネントは、レンダリングのいにかかわらず、のコンポーネントでロジックをするにさ
れます。

setStateのとし

コンテキストでsetStateをするはがです。たとえば、getのコールバックでsetStateをびすとしま
す。

class MyClass extends React.Component { 
    constructor() { 
        super(); 
 
        this.state = { 
            user: {} 
        }; 
    } 
 
    componentDidMount() { 
        this.fetchUser(); 
    } 
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    fetchUser() { 
        $.get('/api/users/self') 
            .then((user) => { 
                this.setState({user: user}); 
            }); 
    } 
 
    render() { 
        return <h1>{this.state.user}</h1>; 
    } 
}

これはをびすがあります。 Componentマウントにコールバックがびされた、 this.setStateはにはな
りません。このようなはず、 setStateをsetStateことができるようにするがあります。

このでは、コンポーネントのマウントにXHRをりすことができます。

class MyClass extends React.Component { 
    constructor() { 
        super(); 
 
        this.state = { 
            user: {}, 
            xhr: null 
        }; 
    } 
 
    componentWillUnmount() { 
        let xhr = this.state.xhr; 
 
        // Cancel the xhr request, so the callback is never called 
        if (xhr && xhr.readyState != 4) { 
            xhr.abort(); 
        } 
    } 
 
    componentDidMount() { 
        this.fetchUser(); 
    } 
 
    fetchUser() { 
        let xhr = $.get('/api/users/self') 
            .then((user) => { 
                this.setState({user: user}); 
            }); 
 
        this.setState({xhr: xhr}); 
    } 
}

メソッドはとしてされます。 componentWillUnmountでは、XHRをキャンセルすることをめ、すべて
のクリーンアップをします。

もっとなことをすることもできます。このでは、としてこのオブジェクトをけり、ぎがしていま
す「stateSetter」this.setStateがときcancelばれています
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function stateSetter(context) { 
    var cancelled = false; 
    return { 
        cancel: function () { 
            cancelled = true; 
        }, 
        setState(newState) { 
            if (!cancelled) { 
                context.setState(newState); 
            } 
        } 
    } 
} 
 
class Component extends React.Component { 
    constructor(props) { 
        super(props); 
        this.setter = stateSetter(this); 
        this.state = { 
            user: 'loading' 
        }; 
    } 
    componentWillUnmount() { 
        this.setter.cancel(); 
    } 
    componentDidMount() { 
        this.fetchUser(); 
    } 
    fetchUser() { 
        $.get('/api/users/self') 
            .then((user) => { 
                this.setter.setState({user: user}); 
            }); 
    } 
    render() { 
        return <h1>{this.state.user}</h1> 
    } 
}

これは、 cancelledが、したsetStateクロージャでされるためです。

は、をReactコンポーネントにすです。をむのをつことができます。コールバックとばれること
もあります。

JSXでは、をってpropsがされます

<MyComponent userID={123} />

MyComponentのので、userIDはpropsオブジェクトからアクセスできるようになりました

// The render function inside MyComponent 
render() { 
    return ( 
        <span>The user's ID is {this.props.userID}</span> 
    ) 
}
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すべてのprops 、その、なはそのデフォルトをすることがです。

// defined at the bottom of MyComponent 
MyComponent.propTypes = { 
    someObject: React.PropTypes.object, 
    userID: React.PropTypes.number.isRequired, 
    title: React.PropTypes.string 
}; 
 
MyComponent.defaultProps = { 
    someObject: {}, 
    title: 'My Default Title' 
}

このでは、prop someObjectはオプションですが、prop userIDはです。 userIDをMyComponentにしな
かった、にReactエンジンにながされていないことをするコンソールがされます。しかし、この
はReactライブラリのにのみされます。でははされません。

defaultPropsすると、することができます

const { title = 'My Default Title' } = this.props; 
console.log(title);

に

console.log(this.props.title);

また、 object arrayやfunctionsをするためのです。オブジェクトにデフォルトのをしないと、がさ
れなかった、のエラーがします。

if (this.props.someObject.someKey)

のでは、 this.props.someObjectはundefinedであるため、 someKeyのチェックによってエラーがスロ
ーされ、コードがします。 defaultPropsをすると、のチェックをにできます。

コンポーネントの - ユーザーインターフェイス

しh3があり、それをクリックするとしのをできるように、ボックスにしたいとえています。 
Reactは、コンポーネントとif elseをしてこれをにでにします。 のコードの

// I have used ReactBootstrap elements. But the code works with regular html elements also 
var Button = ReactBootstrap.Button; 
var Form = ReactBootstrap.Form; 
var FormGroup = ReactBootstrap.FormGroup; 
var FormControl = ReactBootstrap.FormControl; 
 
var Comment = reactCreateClass({ 
  getInitialState: function() { 
    return {show: false, newTitle: ''}; 
  }, 
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  handleTitleSubmit: function() { 
     //code to handle input box submit - for example, issue an ajax request to change name in 
database 
  }, 
 
  handleTitleChange: function(e) { 
    //code to change the name in form input box. newTitle is initialized as empty string. We 
need to update it with the string currently entered by user in the form 
    this.setState({newTitle: e.target.value}); 
  }, 
 
  changeComponent: function() { 
    // this toggles the show variable which is used  for dynamic UI 
    this.setState({show: !this.state.show)}; 
  }, 
 
  render: function() { 
 
    var clickableTitle; 
 
    if(this.state.show) { 
        clickableTitle = <Form inline onSubmit={this.handleTitleSubmit}> 
                             <FormGroup controlId="formInlineTitle"> 
                                 <FormControl type="text" onChange={this.handleTitleChange}> 
                             </FormGroup> 
                         </Form>; 
    } else { 
        clickabletitle = <div> 
                            <Button bsStyle="link" onClick={this.changeComponent}> 
                                <h3> Default Text </h3> 
                            </Button> 
                         </div>; 
    } 
 
    return ( 
        <div className="comment"> 
            {clickableTitle} 
        </div> 
    ); 
  } 
}); 
 
ReactDOM.render( 
    <Comment />, document.getElementById('content') 
);

コードのはclickableTitleです。showにづいて、FormかButtonのいずれかになります。 Reactは
コンポーネントのれをにします。

そこで、{clickableTitle}をレンダリングにすることができます。 clickableTitleをします。 '
this.state.show'というにづいて、するがされます。

ステートレスコンポーネントのバリエーション

const languages = [ 
  'JavaScript', 
  'Python', 
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  'Java', 
  'Elm', 
  'TypeScript', 
  'C#', 
  'F#' 
]

// one liner 
const Language = ({language}) => <li>{language}</li> 
 
Language.propTypes = { 
  message: React.PropTypes.string.isRequired 
}

/** 
* If there are more than one line. 
* Please notice that round brackets are optional here, 
* However it's better to use them for readability 
*/ 
const LanguagesList = ({languages}) => { 
  <ul> 
    {languages.map(language => <Language language={language} />)} 
  </ul> 
} 
 
LanguagesList.PropTypes = { 
  languages: React.PropTypes.array.isRequired 
}

/** 
 * This syntax is used if there are more work beside just JSX presentation 
 * For instance some data manipulations needs to be done. 
 * Please notice that round brackets after return are required, 
 * Otherwise return will return nothing (undefined) 
 */ 
const LanguageSection = ({header, languages}) => { 
  // do some work 
  const formattedLanguages = languages.map(language => language.toUpperCase()) 
  return ( 
    <fieldset> 
      <legend>{header}</legend> 
      <LanguagesList languages={formattedLanguages} /> 
    </fieldset> 
  ) 
} 
 
LanguageSection.PropTypes = { 
  header: React.PropTypes.string.isRequired, 
  languages: React.PropTypes.array.isRequired 
}

ReactDOM.render( 
  <LanguageSection 
    header="Languages" 
    languages={languages} />, 
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  document.getElementById('app') 
)

ここではそのをつけることができます。

オンラインでコンポーネントをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/1185/コンポーネント
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14: コンポーネントライフサイクルの

き

ライフサイクル・メソッドは、コードをし、コンポーネントのさまざまなでコンポーネントとやり
とりするためにされます。これらのメソッドは、コンポーネントMounting、Updating、
Unmountingをベースにしています。

Examples

コンポーネントの

Reactコンポーネントがされると、いくつかのがびされます。

React.createClass ES5をしているは、5つのユーザーがびされます•

class Component extends React.Component ES6をしているは、3つのユーザーがびされます•

getDefaultProps() ES5のみ
これがにびされるメソッドです。

このがすPropは、コンポーネントがインスタンスされたときにされていない、デフォルトとして
されます。

のでは、にされていない、 this.props.nameはデフォルトでBobなります。

getDefaultProps() { 
  return { 
    initialCount: 0, 
    name: 'Bob' 
  }; 
}

getInitialState() ES5のみ
これはびされる2のメソッドです。

getInitialState()のりは、Reactコンポーネントのをします。 Reactフレームワークはこのをびし
、りをthis.stateます。

のでは、 this.state.countはthis.props.initialCountのでthis.props.initialCountます。
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getInitialState() { 
  return { 
    count : this.props.initialCount 
  }; 
}

componentWillMount() ES5およびES6

これは3のメソッドです。

このをして、コンポーネントをDOMにするにコンポーネントをにすることができます。

componentWillMount() { 
  ... 
}

render() ES5とES6

これは4のメソッドです。

render()は、コンポーネントのとのなでなければなりません。これは、レンダリングにコンポー
ネントをすのをします。ネイティブDOMコンポーネント <p /> またはコンポーネントのいずれか
をすがあります。レンダリングするがないは、 nullまたはundefinedすことができnull 。

このは、コンポーネントのまたはがされたにびされます。

render() { 
  return ( 
    <div> 
      Hello, {this.props.name}! 
    </div> 
  ); 
}

componentDidMount() ES5およびES6

これは5のメソッドです。

コンポーネントがマウントされ、コンポーネントのDOMノードにアクセスできるようになりまし
た refs 。

このメソッドは、のでするがあります。

タイマーの•
データの•
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イベントリスナーの•
DOMの•

componentDidMount() { 
  ... 
}

ES6の
コンポーネントがES6クラスをしてされている、getDefaultProps()およびgetInitialState()はでき
ません。

わりに、 defaultPropsをクラスのプロパティとしてし、クラスのコンストラクタでのとをします
。これらは、にのReactライフサイクルがびされるにクラスのインスタンスにされます。

のは、このアプローチをしています。

class MyReactClass extends React.Component { 
  constructor(props){ 
    super(props); 
 
    this.state = { 
      count: this.props.initialCount 
    }; 
  } 
 
  upCount() { 
    this.setState((prevState) => ({ 
      count: prevState.count + 1 
    })); 
  } 
 
  render() { 
    return ( 
      <div> 
        Hello, {this.props.name}!<br /> 
        You clicked the button {this.state.count} times.<br /> 
        <button onClick={this.upCount}>Click here!</button> 
      </div> 
    ); 
  } 
} 
 
MyReactClass.defaultProps = { 
  name: 'Bob', 
  initialCount: 0 
};

getDefaultProps()きえる

コンポーネントのデフォルトは、クラスのdefaultPropsプロパティをしてします。
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MyReactClass.defaultProps = { 
  name: 'Bob', 
  initialCount: 0 
};

getInitialState()きえる

コンポーネントのをするなは、 this.stateをコンストラクタにすることthis.state 。

constructor(props){ 
  super(props); 
 
  this.state = { 
    count: this.props.initialCount 
  }; 
}

コンポーネントの

componentWillReceiveProps(nextProps)

これはプロパティのでびされるのです。

コンポーネントのプロパティがされると 、Reactはこのプロパティをしいプロパティでびします 
。あなたはthis.propsとし、nextPropsでしいにいにアクセスすることができます。

これらのをすると、いとしいのでいくつかのをうことができます。

componentWillReceiveProps(nextProps){ 
  if (nextProps.initialCount && nextProps.initialCount > this.state.count){ 
    this.setState({ 
      count : nextProps.initialCount 
    }); 
  } 
}

shouldComponentUpdate(nextProps, nextState)

これは、 プロパティのとのオンのでびされる2のです。

デフォルトでは、のコンポーネント/コンポーネントがコンポーネントのプロパティ/をした、 
Reactはコンポーネントのしいバージョンをレンダリングします。この、このはにtrueをします。

このをオーバーライドして、コンポーネントをするがあるかどうかをよりにできます。

このはににされます。

がfalseをす、 パイプラインはちにします。

https://riptutorial.com/ja/home 68



componentShouldUpdate(nextProps, nextState){ 
  return this.props.name !== nextProps.name || 
    this.state.count !== nextState.count; 
}

componentWillUpdate(nextProps, nextState)

このは、 componentWillMount()ようにします。 はDOMにはないため、がされるにいくつかのをう
ことができます。

/\ this.setStateはできません。

componentWillUpdate(nextProps, nextState){}

render()

いくつかのがありますので、コンポーネントをレンダリングしてください。

componentDidUpdate(prevProps, prevState)

componentDidMount()じことです DOMはリフレッシュされるので、ここでDOMでいくつかのをうこ
とができます。

componentDidUpdate(prevProps, prevState){}

の

componentWillUnmount()

このメソッドは、コンポーネントがDOMからアンマウントされるにびされます。

のようなクリーニングをするのにしています。

イベントリスナーの•
タイマーをクリアします。•
ソケットをします。•
をする。•

componentWillUnmount(){ 
  ... 
}

componentWillUnMountで、アタッチされたイベントリスナーをする

import React, { Component } from 'react'; 
 
export default class SideMenu extends Component { 
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  constructor(props) { 
    super(props); 
    this.state = { 
        ... 
      }; 
    this.openMenu = this.openMenu.bind(this); 
    this.closeMenu = this.closeMenu.bind(this); 
  } 
 
  componentDidMount() { 
    document.addEventListener("click", this.closeMenu); 
  } 
 
  componentWillUnmount() { 
    document.removeEventListener("click", this.closeMenu); 
  } 
 
  openMenu() { 
    ... 
  } 
 
  closeMenu() { 
    ... 
  } 
 
  render() { 
    return ( 
      <div> 
        <a 
          href      = "javascript:void(0)" 
          className = "closebtn" 
          onClick   = {this.closeMenu} 
        > 
          × 
        </a> 
        <div> 
          Some other structure 
        </div> 
      </div> 
    ); 
  } 
}

コンテナ

Reactアプリケーションをする、なにづいてコンポーネントをPresentationalコンポーネントと
Containerコンポーネントにけることがましいことがよくあります。  
プレゼンテーションコンポーネントは、データのにのみします。モデルをビューにするとなすこ
とができ、しばしばされます。、はされません。コンテナコンポーネントは、データのにします
。これは、のをしてにうことも、Reduxのようなのですることもできます。コンテナコンポーネ
ントはデータをするのではなく、データをプレゼンテーションコンポーネントにします。

// Container component 
import React, { Component } from 'react'; 
import Api from 'path/to/api'; 
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class CommentsListContainer extends Component { 
    constructor() { 
        super(); 
        // Set initial state 
        this.state = { comments: [] } 
    } 
 
    componentDidMount() { 
        // Make API call and update state with returned comments 
        Api.getComments().then(comments => this.setState({ comments })); 
    } 
 
    render() { 
        // Pass our state comments to the presentational component 
        return ( 
            <CommentsList comments={this.state.comments} />; 
        ); 
    } 
} 
 
// Presentational Component 
const CommentsList = ({ comments }) => ( 
    <div> 
        {comments.map(comment => ( 
            <div>{comment}</div> 
        )} 
    </div> 
); 
 
CommentsList.propTypes = { 
    comments: React.PropTypes.arrayOf(React.PropTypes.string) 
}

なるのライフサイクルメソッドびし

このは、ライフサイクルメソッドのとメソッドのびしについてしているのをするものです。

このでは、どのメソッドcomponentWillMount、componentWillReceivePropsなどがびされ、なる
のコンポーネントにしてどのシーケンスがなるかをしています。

コンポーネントがされるとき

getDefaultProps1. 
getInitialState2. 
componentWillMount3. 
レンダリングする4. 
componentDidMount5. 

コンポーネントのがされた

shouldComponentUpdate1. 
componentWillUpdate2. 
レンダリングする3. 
componentDidUpdate4. 

https://riptutorial.com/ja/home 71



コンポーネントにがされた

componentWillReceiveProps1. 
shouldComponentUpdate2. 
componentWillUpdate3. 
レンダリングする4. 
componentDidUpdate5. 

コンポーネントがアンマウントの

componentWillUnmount1. 

オンラインでコンポーネントライフサイクルのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/2750/コ
ンポーネントライフサイクルの
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15: コンポーネントの

Examples

ステートレスコンポーネントの

このでは、になりますReduxしてReact Redux々のアプリケーションのをするためのモジュールを、
のためにのコンポーネントの。、そしてofcourseのReactとReact Dom

したデモをここでチェックアウトすることができます

のでは、3つのなるコンポーネントと1つのされたコンポーネント

UserInputForm このコンポーネントはフィールドをします。フィールドがされると、コン
ポーネントがするprops inputChangeメソッドをびし、データがされているはフィールドにそ
れをします。

•

UserDashboard このコンポーネントは、なメッセージをし、 UserInputFormコンポーネント
をUserInputFormます。また、 inputChangeメソッドをUserInputFormコンポーネントに
UserInputFormます.Unputはこのメソッドをしてコンポーネントとします。

UserDashboardConnected このコンポーネントは、 UserDashboard ReactRedux connect
メソッドをしてUserDashboardコンポーネントをラップするだけです。これにより、の
にコンポーネントのをしてコンポーネントをにできます。

○

•

App このコンポーネントは、 UserDashboardConnectedコンポーネントをレンダリングする
UserDashboardConnectedです。

•

const UserInputForm = (props) => { 
 
  let handleSubmit = (e) => { 
    e.preventDefault(); 
  } 
 
  return( 
    <form action="" onSubmit={handleSubmit}> 
      <label htmlFor="name">Please enter your name</label> 
      <br /> 
      <input type="text" id="name" defaultValue={props.data.name || ''} onChange={ 
props.inputChange } /> 
    </form> 
  ) 
 
} 
 
 
const UserDashboard = (props) => { 
 
  let inputChangeHandler = (event) => { 
    props.updateName(event.target.value); 
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  } 
 
  return( 
    <div> 
      <h1>Hi { props.user.name || 'User' }</h1> 
      <UserInputForm data={props.user} inputChange={inputChangeHandler} /> 
    </div> 
  ) 
 
} 
 
const mapStateToProps = (state) => { 
  return { 
    user: state 
  }; 
} 
const mapDispatchToProps = (dispatch) => { 
  return { 
    updateName: (data) => dispatch( Action.updateName(data) ), 
  }; 
}; 
 
const { connect, Provider } = ReactRedux; 
const UserDashboardConnected = connect( 
  mapStateToProps, 
  mapDispatchToProps 
)(UserDashboard); 
 
 
 
const App = (props) => { 
  return( 
    <div> 
      <h1>Communication between Stateless Functional Components</h1> 
      <UserDashboardConnected /> 
    </div> 
  ) 
} 
 
 
 
const user = (state={name: 'John'}, action) => { 
  switch (action.type) { 
    case 'UPDATE_NAME': 
      return Object.assign( {}, state, {name: action.payload}  ); 
 
    default: 
      return state; 
  } 
}; 
 
const { createStore } = Redux; 
const store = createStore(user); 
const Action = { 
  updateName: (data) => { 
    return { type : 'UPDATE_NAME', payload: data } 
  }, 
} 
 
 
ReactDOM.render( 

https://riptutorial.com/ja/home 74



  <Provider store={ store }> 
    <App /> 
  </Provider>, 
  document.getElementById('application') 
);

JS Bin URL

オンラインでコンポーネントのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6137/コンポーネントの
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16: コンポーネントの
Reactコンポーネントのには3つのケースがあります。

ケース1とのコミュニケーション•
ケース2とのコミュニケーション•
ケース3していないコンポーネントコンポーネントの•

Examples

コンポーネントとコンポーネント

Reactのではにであり、チャンスはあなたがすでにっているもなケースです。

コンポーネントにをすことができます 。このでは、 messageはコンポーネントにすであり、メッ
セージはにされています。はです。

import React from 'react'; 
 
class Parent extends React.Component { 
    render() { 
        const variable = 5; 
        return ( 
            <div> 
                <Child message="message for child" /> 
                <Child message={variable} /> 
            </div> 
        ); 
    } 
} 
 
class Child extends React.Component { 
    render() { 
        return <h1>{this.props.message}</h1> 
    } 
} 
 
export default Parent;

ここで、 <Parent />は、つのレンダリング<Child />し、をmessage for child1と51。

すると、もう1つをレンダリングしていくつかのをすコンポーネントがあります。

コンポーネントからコンポーネントへ

データをにりすと、コンポーネントからコンポーネントへのとしてをし 、コンポーネントはその
をびします 。

このでは、Childコンポーネントにをし、ChildコンポーネントでそのをびすことによってParentを
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します。

import React from 'react'; 
 
class Parent extends React.Component { 
    constructor(props) { 
        super(props); 
        this.state = { count: 0 }; 
 
        this.outputEvent = this.outputEvent.bind(this); 
    } 
    outputEvent(event) { 
        // the event context comes from the Child 
        this.setState({ count: this.state.count++ }); 
    } 
 
    render() { 
        const variable = 5; 
        return ( 
            <div> 
                Count: { this.state.count } 
                <Child clickHandler={this.outputEvent} /> 
            </div> 
        ); 
    } 
} 
 
class Child extends React.Component { 
    render() { 
        return ( 
            <button onClick={this.props.clickHandler}> 
                Add One More 
            </button> 
        ); 
    } 
} 
 
export default Parent;

のをするのoutputEventメソッドは、のボタンonClickイベントによってびされることにしてくださ
い。

していないコンポーネント

あなたのコンポーネントがをたないまたはがありますが、ななのようにそれののは、あるコンポ
ーネントがサブスクライブし、もうのコンポーネントにシグナルをることです。

これは、イベントシステムの2つのなですするイベントを/きり 、イベントを/トリガー/パブリッ
シュ/ディスパッチして 、にします。

なくとも3つのパターンがあります。 ここでをつけることができます。

なをにします。

パターン1 Event Emitter / Target / Dispatcher リスナーは、するためにソースをするがあ•
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ります。

サブスクライブする otherObject.addEventListener('click', () => { alert('click!'); 
});

○

ディスパッチする this.dispatchEvent('click');○

パターン2 パブリッシュ/サブスクライブ イベントをトリガーするソースへののはありませ
ん。すべてのイベントをするグローバルオブジェクトがどこからでもアクセスできます。

するには globalBroadcaster.subscribe('click', () => { alert('click!'); });○

ディスパッチする globalBroadcaster.publish('click');○

•

パターン3 シグナル Event Emitter / Target / Dispatcherとていますが、ここではランダムな
はしません。イベントをさせるのあるオブジェクトには、そのののプロパティがです。この
ようにして、オブジェクトがどのイベントをできるかがにかります。

サブスクライブする otherObject.clicked.add( () => { alert('click'); });○

ディスパッチする this.clicked.dispatch();○

•

オンラインでコンポーネントのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6567/コンポーネントの
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17: サーバーレンダリングの

Examples

レンダリングコンポーネント

サーバでコンポーネントをレンダリングするには、 renderToStringとrenderToStaticMarkup 2つのオ
プションがあります。

renderToString

これにより、ReactコンポーネントがサーバーのHTMLにレンダリングされます。このはHTMLに
data-react-もdata-react-ので、クライアントのReactはをびレンダリングするはありません。

import { renderToString } from "react-dom/server"; 
renderToString(<App />);

renderToStaticMarkup

これにより、ReactコンポーネントがHTMLにレンダリングされますが、 data-react-がなければ、
コンポーネントはレンダリングされるため、クライアントでレンダリングされるコンポーネント
のはおめしません。

import { renderToStaticMarkup } from "react-dom/server"; 
renderToStaticMarkup(<App />);

オンラインでサーバーレンダリングのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/7478/サーバーレ
ンダリングの
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18: ステートレスコンポーネント
Reactのステートレスコンポーネントは、されたpropsなです。これらのコンポーネントはにせず
、コンポーネントのライフサイクルメソッドのをします。ただし、 propTypesとdefaultProptsする
ことはできます。

ステートレスコンポーネントのについては、 https://facebook.github.io/react/docs/reusable-

components.html#stateless-functionsをしてください 。

Examples

ステートレスコンポーネント

コンポーネントをすると、UIをしたなにできます。これはリアクトのしさです。ページをのさな
なコンポーネントにけることができます 。

React v14は、 React.Component ES6、またはReact.createClass ES5をしてステートフルなReactコ
ンポーネントをすることができましたデータをするためにをとするかどうかはありません。

React v14では、はステートレスコンポーネントとばれるコンポーネントをするためのながされま
した。これらのコンポーネントは、プレーンなJavaScriptをします。

えば

function Welcome(props) { 
  return <h1>Hello, {props.name}</h1>; 
}

このは、なReactコンポーネントです。これは、データでのpropsオブジェクトをけり、Reactをす
ためです。このようなコンポーネントは、りJavaScript  なので、これらのコンポーネントは です
。

ステートレスコンポーネントは、UIにをいています。は、の「コンテナ」コンポーネント、また
はFlux / Reduxなどをしてするがあります。ステートレスコンポーネントは、メソッドまたはラ
イフサイクルメソッドをサポートしていません。

クラスオーバーヘッドなし1. 
thisキーワードについてするはありません2. 
きやすく、しやすい3. 
のについてするはありません4. 
パフォーマンスの5. 

をとせず、なUIをするReactコンポーネントをする、のReactコンポーネントをするわりに、 ステ
ートレスコンポーネントとしてできます 。
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なをえてみましょう

たとえば、ユーザーをしたり、ユーザーをしたり、ユーザーのリストをできるページがあるとし
ます。

これは、アプリケーションindex.jsエントリポイントです。

import React from 'react'; 
import ReactDOM from 'react-dom'; 
 
import HomePage from './homepage' 
 
ReactDOM.render( 
    <HomePage/>, 
    document.getElementById('app') 
);

HomePageコンポーネントは、ユーザーをおよびするためのUIをします。これは、、UI、およびコ
ードをむなReactコンポーネントであることにしてください。ユーザーのリストのデータはstate

にされますが、なList にすはリストのUIコードをカプセルします。

homepage.js 

import React from 'react' 
import {Component} from 'react'; 
 
import List from './list'; 
 
export default class Temp extends Component{ 
 
    constructor(props) { 
        super(); 
        this.state={users:[], showSearchResult: false, searchResult: []}; 
    } 
 
    registerClick(){ 
        let users = this.state.users.slice(); 
        if(users.indexOf(this.refs.mail_id.value) == -1){ 
            users.push(this.refs.mail_id.value); 
            this.refs.mail_id.value = ''; 
            this.setState({users}); 
        }else{ 
            alert('user already registered'); 
        } 
    } 
 
    searchClick(){ 
        let users = this.state.users; 
        let index = users.indexOf(this.refs.search.value); 
        if(index >= 0){ 
            this.setState({searchResult: users[index], showSearchResult: true}); 
        }else{ 
            alert('no user found with this mail id'); 
        } 
    } 
 
    hideSearchResult(){ 
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        this.setState({showSearchResult: false}); 
    } 
 
    render() { 
        return ( 
            <div> 
                <input placeholder='email-id' ref='mail_id'/> 
                <input type='submit' value='Click here to register' 
onClick={this.registerClick.bind(this)}/> 
                <input style={{marginLeft: '100px'}} placeholder='search' ref='search'/> 
                <input type='submit' value='Click here to register' 
onClick={this.searchClick.bind(this)}/> 
                {this.state.showSearchResult ? 
                    <div> 
                        Search Result: 
                        <List users={[this.state.searchResult]}/> 
                        <p onClick={this.hideSearchResult.bind(this)}>Close this</p> 
                    </div> 
                    : 
                    <div> 
                        Registered users: 
                        <br/> 
                        {this.state.users.length ? 
                            <List users={this.state.users}/> 
                            : 
                            "no user is registered" 
                        } 
                    </div> 
                } 
            </div> 
        ); 
    } 
}

に、されるステートレスコンポーネント List 、ユーザーのリストとのをしますが、はされません
。

list.js 

import React from 'react'; 
var colors = ['#6A1B9A', '#76FF03', '#4527A0']; 
 
var List = (props) => { 
    return( 
        <div> 
            { 
                props.users.map((user, i)=>{ 
                    return( 
                        <div key={i} style={{color: colors[i%3]}}> 
                            {user} 
                        </div> 
                    ); 
                }) 
            } 
        </div> 
    ); 
} 
 
export default List;
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リファレンス https : //facebook.github.io/react/docs/components-and-props.html

オンラインでステートレスコンポーネントをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6588/ステー
トレスコンポーネント

https://riptutorial.com/ja/home 83

https://facebook.github.io/react/docs/components-and-props.html
https://facebook.github.io/react/docs/components-and-props.html
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6588/%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B9%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%B3%E3%83%88
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6588/%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B9%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%B3%E3%83%88
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6588/%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B9%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%B3%E3%83%88
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6588/%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B9%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%B3%E3%83%88
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6588/%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B9%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%B3%E3%83%88
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6588/%E3%82%B9%E3%83%86%E3%83%BC%E3%83%88%E3%83%AC%E3%82%B9%E6%A9%9F%E8%83%BD%E3%82%B3%E3%83%B3%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%8D%E3%83%B3%E3%83%88


19: どのようになWebpack、し、をする
このビルドパイプラインは、「プロダクションレディ」とはりませんが、しているをるためにな
ものをすることができます。いくつかの々がをめてるアプローチは、Yeoman.ioやののにされた
パイプラインをって、それがスタイルにうまでましくないものをりくことです。これにはもはあ
りませんが、おそらくのでは、のアプローチをして、のからすることができます。

あなたがしたいかもしれないかは、テストフレームワークやモカやジャスミンのカルマのような
カバレッジのようなものです。 ESLintをいてをっる。 webpack-dev-serverのホットモジュールの
きえにより、Ctrl + S、F5のをることができます。また、のパイプラインはdevモードでしかされ
ないため、プロダクションビルドタスクはです。

ゴッチャ

コンテキストプロパティにしてくださいwebpack.config.jsたちはではなく、たちのパスをするた
めにノード・パスモジュールをしている__dirnameに/srcので、これはがslashsesをっています 。し
たがって、ソリューションをよりクロスプラットフォームにさせるには、ノードをしてしてくだ
さい。

webpack.config.jsプロパティの

コンテキスト

これはパスをするためにwebpackがルートパスとしてするファイルパスです。したがって、
index.jsxではrequire('./index.html')をしていrequire('./index.html')ドットはにはsrc/ディレクト
リにされるため、このプロパティでされています。

エントリ

webpackがにソリューションのバンドルをする。このため、index.jsxではニーズとインポートの
ソリューションをまとめていることがわかります。

ここでは、webpackがバンドルしたファイルをするをします。バンドルされたjavascriptとスタイ
ルがされるファイルのもしました。

devServer

これらはwebpack-dev-serverにのです。 contentBaseは、サーバがどこにルートをるべきかをしま
す。ここでは、 dist/フォルダをベースとしてしています。 portは、サーバーがホストされるポ
ートです。 openは、webpack-dev-serverにサーバーのにデフォルトブラウザをくようにするため
にされるものです。

モジュール>ローダー

これは、webpackがなるファイルをつけたときにをするかをるためにするマッピングをします。 
testプロパティは、webpackがこのモジュールをするかどうかをするためにするregexをえます。
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ほとんどの、ファイルにマッチします。 loaderまたはloadersは、ファイルをwebpackにロードし
、そのローダーがそのファイルタイプのバンドルをするためにするローダーモジュールのをしま
す。また、javascriptにはqueryプロパティがありquery 。これはにローダにクエリをするため、た
ちがむならHTMLローダでクエリプロパティをしているがあります。それはをするためののです
。

Examples

カスタマイズされた「Hello world」のをってパイプラインをする

ステップ1Node.jsをインストールする

するビルドパイプラインはNode.jsにづいているため、のインスタンスでこれがインストールされ
ていることをするがあります。 Node.jsをインストールするについては、 ここで SOのドキュメ
ントをチェックアウトすることができます

ステップ2プロジェクトをノードモジュールとしてする

コマンドラインでプロジェクトフォルダをき、のコマンドをします。

npm init

このでは、デフォルトをにすることができます。または、パッケージのにするこの SOのドキュ
メントをすべてすることができます。

ステップ3なnpmパッケージをインストールする

コマンドラインでのコマンドをして、このでなパッケージをインストールします。

npm install --save react react-dom

に、devののために、このコマンドをします

npm install --save-dev babel-core babel-preset-react babel-preset-es2015 webpack babel-loader 
css-loader style-loader file-loader image-webpack-loader 

に、webpackとwebpack-dev-serverは、プロジェクトのとしてではなく、グローバルにインスト
ールするのあるものです。としてしたいは、そうしてもらえません。するコマンドはのとおりで
す。

npm install --global webpack webpack-dev-server 

3プロジェクトのルートに.babelrcファイルをする

これで、インストールしたばかりのプリセットをするようにされます。 .babelrcファイルはのよ
うになります。
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{ 
  "presets": ["react", "es2015"] 
}

4プロジェクトのディレクトリをする

ディレクトリのルートにのようなディレクトリをします。

|- node_modules 
|- src/ 
  |- components/ 
  |- images/ 
  |- styles/ 
  |- index.html 
  |- index.jsx 
|- .babelrc 
|- package.json

node_modules 、 .babelrc 、およびpackage.jsonは、のからすでにそこにっているがあります。

ステップ5プロジェクトにHello Worldプロジェクトファイルをりむ

これはパイプラインをするプロセスにとってにではありませんので、はあなたにこれらのコード
をえて、それらをりけることができます

src / components / HelloWorldComponent.jsx

import React, { Component } from 'react'; 
 
class HelloWorldComponent extends Component { 
  constructor(props) { 
    super(props); 
    this.state = {name: 'Student'}; 
    this.handleChange = this.handleChange.bind(this); 
  } 
 
  handleChange(e) { 
    this.setState({name: e.target.value}); 
  } 
 
  render() { 
    return ( 
      <div> 
        <div className="image-container"> 
          <img src="./images/myImage.gif" /> 
        </div> 
        <div className="form"> 
          <input type="text" onChange={this.handleChange} /> 
          <div> 
            My name is {this.state.name} and I'm a clever cloggs because I built a React build 
pipeline 
          </div> 
        </div> 
      </div> 
    ); 
  } 
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} 
 
export default HelloWorldComponent;

src / images / myImage.gif

たちがをにまとめることができるということをするために、あなたがきなでこれをきえることを
にしてください。のイメージをしていて、のをけたは、をするためにHelloWorldComponent.jsxをす
るHelloWorldComponent.jsxがあります。に、ファイルがなるをした、webpack.config.jsのローダー
のtestプロパティを、なでしいファイルにわせてするがあります。

src / styles / styles.css

.form { 
  margin: 25px; 
  padding: 25px; 
  border: 1px solid #ddd; 
  background-color: #eaeaea; 
  border-radius: 10px; 
} 
 
.form div { 
  padding-top: 25px; 
} 
 
.image-container { 
  display: flex; 
  justify-content: center; 
}

index.html

<!DOCTYPE html> 
<html lang="en"> 
<head> 
  <meta charset="UTF-8"> 
  <title>Learning to build a react pipeline</title> 
</head> 
<body> 
  <div id="content"></div> 
  <script src="app.js"></script> 
</body> 
</html>

index.jsx

import React from 'react'; 
import { render } from 'react-dom'; 
import HelloWorldComponent from './components/HelloWorldComponent.jsx'; 
 
require('./images/myImage.gif'); 
require('./styles/styles.css'); 
require('./index.html'); 
 
render(<HelloWorldComponent />, document.getElementById('content'));
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ステップ6ウェブパックをする

プロジェクトのルートにwebpack.config.jsというのファイルをし、このコードをコピーします。

webpack.config.js

var path = require('path'); 
 
var config = { 
  context: path.resolve(__dirname + '/src'), 
  entry: './index.jsx', 
  output: { 
    filename: 'app.js', 
    path: path.resolve(__dirname + '/dist'), 
  }, 
  devServer: { 
    contentBase: path.join(__dirname + '/dist'), 
    port: 3000, 
    open: true, 
  }, 
  module: { 
    loaders: [ 
      { 
        test: /\.(js|jsx)$/, 
        exclude: /node_modules/, 
        loader: 'babel-loader' 
      }, 
      { 
        test: /\.css$/, 
        loader: "style!css" 
      }, 
      { 
        test: /\.gif$/, 
        loaders: [ 
          'file?name=[path][name].[ext]', 
          'image-webpack', 
        ] 
      }, 
      { test: /\.(html)$/, 
        loader: "file?name=[path][name].[ext]" 
      } 
    ], 
  }, 
}; 
 
module.exports = config;

7パイプラインのnpmタスクをする

これをうには、プロジェクトのルートにあるpackage.jsonファイルでされたJSONのscriptsキーに
2つのプロパティをするがあります。スクリプトのキーをのようにします。

  "scripts": { 
    "start": "webpack-dev-server", 
    "build": "webpack", 
    "test": "echo \"Error: no test specified\" && exit 1" 
  },

https://riptutorial.com/ja/home 88



testスクリプトはすでにそこにあり、あなたはそれをするかどうかをできますが、このではでは
ありません。

8パイプラインをする

コマンドラインから、プロジェクトのルートディレクトリにいる、のコマンドをできるはずです
。

npm run build

これはあなたがしたさなアプリケーションをまとめて、プロジェクトフォルダのルートにする
dist/ディレクトリにします。

のコマンドをすると

npm start

に、したアプリケーションは、webpack devサーバインスタンスのデフォルトのWebブラウザに
されます。

オンラインでどのようになWebpack、し、をするをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6294/

どのようになwebpack-し-をする
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20: パフォーマンス

Examples

- HTML DOMとDOM

HTML DOMはです

Webページは、オブジェクトのツリーとしてにされます。このは、 Document Object Modelとば
れます。さらに、プログラミングJavaScriptなどがHTMLにアクセスできるようにする、にしない
インタフェースです。

いえると

HTML DOMは、HTMLを、、、またはするのです。

しかし、これらのDOMはにです。

DOMはです

Reactのチームは、 HTML DOMをし、のVirtual DOMをして、アプリケーションののをするため
にHTML DOMにするがあるのをするというえをいつきました。

Virtual DOMはなDOMのからをします。

どのようにですか

で、ReactはVirtual DOMとしてされるアプリケーションをちVirtual DOM 。アプリケーションのが
わるたびに、これはReactがパフォーマンスをするためにするステップです

アプリケーションのしいをすしいDOMをする1. 

いDOMのHTML DOMをすとしいDOMをする2. 

2.のHTML DOMをすいDOMをしいDOMにするのをめます3. 

それについてもっとるには - ReactのDiffアルゴリズムをんでください•

これらのがつかると、それらはのHTML DOMにマップされます4. 

Virtual DOMはHTML DOMのであり、それらのにのがあることをえておいてください•

これでつかったのHTML DOMにされたのが、アプリケーションのHTML DOMにされるよう
になり、 HTML DOMをにするがされます 。

5. 
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Virtual DOMはJavaScriptオブジェクトなので、Virtual DOMにされるはです。

リアクションのアルゴリズム

1つのツリーをのツリーにするためのをすることは、On ^ 3のオーダーのさをする。ここで、nは
ツリーのノードのである。は、このをでくための2つのにする - On

じクラスの2つのコンポーネントがのツリーをし、なるクラスの2つのコンポー
ネントがなるツリーをします。

1. 

さまざまなレンダリングでしているにのキーをすることはです。2. 

2つのノードがなるかどうかをするために、Reactが3つのケースをします

タイプがなる、2つのノードがなります。1. 

たとえば、 <div>...</div>は<span>...</span>とはなり<span>...</span>•

2つのノードがなるキー2. 

たとえば、 <div key="1">...</div>が<div key="2">...</div>•

さらに、パフォーマンスをしたいは 、 のことがであり、することがにです

それらが[2つのノード]がじタイプでない、Reactは、それらがレンダリングしたもの
とすることをみることさえありません。のものをDOMからし、2のものをするだけで
す。

はのとおりです

あるがするもののようにえるDOMをすることはほとんどありません。 Reactは、これ
ら2つのにマッチさせようとをやすわりに、ツリーをからビルドします。

ヒントとコツ

2つのノードがじでない、Reactはそれらをしようとせず、DOMからのノードをし、2のノードを
します。これが、のヒントがうです

じようなをつ2つのコンポーネントクラスをにているは、じクラスにすることができます。1. 

コンポーネントがレンダリングされないようにshouldComponentUpdateをします。2. 

shouldComponentUpdate: function(nextProps, nextState) { 
  return nextProps.id !== this.props.id; 
}

ReactJSによる
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あなたができないものをすることはできません 。 Reactコンポーネントのパフォーマンスをさせ
るには、それをできるがあります。 ReactJSはパフォーマンスをするアドオンツールをします。 
react-addons-perfモジュールをインポートしてパフォーマンスをする

import Perf from 'react-addons-perf' // ES6 
var Perf = require('react-addons-perf') // ES5 with npm 
var Perf = React.addons.Perf; // ES5 with react-with-addons.js

インポートされたPerfモジュールののメソッドをできます。

Perf.printInclusive•
Perf.printExclusive•
Perf.printWasted•
Perf.printOperations•
Perf.printDOM•

ほとんどの、もなのはPerf.printWasted()これは々のコンポーネントのなをでしたものです

のWasted timeにし、のTipsTricksセクションをしてComponentのパフォーマンスをさせること
ができます

React Official GuideとBenchling Enggのれたをしてください。リアクションパフォーマンス

オンラインでパフォーマンスをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6875/パフォーマンス
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21: フォームとユーザー

Examples

されたコンポーネント

されたフォームコンポーネントは、 valueプロパティでされます。のはReactによってされ、ユー
ザーはレンダリングされたにしません。わりに、 valueプロパティのはこのをするがあります。

class Form extends React.Component { 
  constructor(props) { 
    super(props); 
 
    this.onChange = this.onChange.bind(this); 
 
    this.state = { 
      name: '' 
    }; 
  } 
 
  onChange(e) { 
    this.setState({ 
      name: e.target.value 
    }); 
  } 
 
  render() { 
    return ( 
      <div> 
        <label for='name-input'>Name: </label> 
        <input 
          id='name-input' 
          onChange={this.onChange} 
          value={this.state.name} /> 
      </div> 
    ) 
  } 
}

のは、 valueプロパティがののをし、 onChangeイベントハンドラがコンポーネントのをユーザので
するをしていvalue 。

フォームは、であれば、されたコンポーネントとしてするがあります。これにより、ユーザーの
トリガーによってがされても、コンポーネントのとがにします。

されていないコンポーネント

されていないコンポーネントは、 valueプロパティをたないです。コンポーネントとはに、コンポ
ーネントのとをさせておくのはアプリケーションのです。

class Form extends React.Component { 
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  constructor(props) { 
    super(props); 
 
    this.onChange = this.onChange.bind(this); 
 
    this.state = { 
      name: 'John' 
    }; 
  } 
 
  onChange(e) { 
    this.setState({ 
      name: e.target.value 
    }); 
  } 
 
  render() { 
    return ( 
      <div> 
        <label for='name-input'>Name: </label> 
        <input 
          id='name-input' 
          onChange={this.onChange} 
          defaultValue={this.state.name} /> 
      </div> 
    ) 
  } 
}

ここでは、コンポーネントのは、されたコンポーネントとに、 onChangeイベントハンドラをして
されます。ただし、 valueプロパティのわりにdefaultValueプロパティがされています。これは、
のレンダリングにのをします。コンポーネントのにするそののは、によってにされません。これ
がなは、されたコンポーネントをわりにするがあります。

オンラインでフォームとユーザーをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/2884/フォームとユー
ザー
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22: ユーザーインターフェイスソリューション

き

プログラムでされているのユーザーインターフェイスのアイデアにされ、Reactコンポーネント
にされたとしましょう。これが「 ユーザーインターフェイスソリューション 」のトピックです。
はappretiatedです。

Examples

ペイン

import React from 'react'; 
 
class Pane extends React.Component { 
    constructor(props) { 
        super(props); 
    } 
 
    render() { 
        return React.createElement( 
            'section', this.props 
        ); 
    } 
}

パネル

import React from 'react'; 
 
class Panel extends React.Component { 
    constructor(props) { 
        super(props); 
    } 
 
    render(...elements) { 
        var props = Object.assign({ 
            className: this.props.active ? 'active' : '', 
            tabIndex: -1 
        }, this.props); 
 
        var css = this.css(); 
        if (css != '') { 
            elements.unshift(React.createElement( 
                'style', null, 
                css 
            )); 
        } 
 
        return React.createElement( 
            'div', props, 
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            ...elements 
        ); 
    } 
 
    static title() { 
        return ''; 
    } 
    static css() { 
        return ''; 
    } 
}

シンプルペインとのないはのとおりです。

パネルがスクリプトによってびされたり、マウスでクリックされたときに、パネルにフォー
カスがあります。

•

パネルがするtitleコンポーネントごとメソッドを、それがオーバーライドをするのパネル
コンポーネントによってすることができるtitle ここでそのは、そのは、にのためにレンダ
リングにびすことがであるが、こののにtitleをなさない ;

•

cssメソッドでされた々のスタイルシートをむことができます PANEL.cssからファイルのをあ
らかじめロードすることができます。

•

タブ

import React from 'react'; 
 
class Tab extends React.Component { 
    constructor(props) { 
        super(props); 
    } 
 
    render() { 
        var props = Object.assign({ 
            className: this.props.active ? 'active' : '' 
        }, this.props); 
        return React.createElement( 
            'li', props, 
            React.createElement( 
                'span', props, 
                props.panelClass.title() 
            ) 
        ); 
    } 
}

TabインスタンスのpanelClassプロパティには、にするパネルのクラスがまれているがあります。

PanelGroup

import React from 'react'; 
import Tab from './Tab.js'; 
 
class PanelGroup extends React.Component { 
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    constructor(props) { 
        super(props); 
        this.setState({ 
            panels: props.panels 
        }); 
    } 
 
    render() { 
        this.tabSet = []; 
        this.panelSet = []; 
        for (let panelData of this.state.panels) { 
            var tabIsActive = this.state.activeTab == panelData.name; 
            this.tabSet.push(React.createElement( 
                Tab, { 
                    name: panelData.name, 
                    active: tabIsActive, 
                    panelClass: panelData.class, 
                    onMouseDown: () => this.openTab(panelData.name) 
                } 
            )); 
            this.panelSet.push(React.createElement( 
                panelData.class, { 
                    id: panelData.name, 
                    active: tabIsActive, 
                    ref: tabIsActive ? 'activePanel' : null 
                } 
            )); 
        } 
        return React.createElement( 
            'div', { className: 'PanelGroup' }, 
            React.createElement( 
                'nav', null, 
                React.createElement( 
                    'ul', null, 
                    ...this.tabSet 
                ) 
            ), 
            ...this.panelSet 
        ); 
    } 
 
    openTab(name) { 
        this.setState({ activeTab: name }); 
        this.findDOMNode(this.refs.activePanel).focus(); 
    } 
}

PanelGroupインスタンスのpanelsプロパティには、オブジェクトをむがまれているがあります。そ
こにあるすべてのオブジェクトは、パネルにするなデータをします。

name - コントローラスクリプトによってされるパネルの。•

classパネルのクラス。•

プロパティをすることをれないでくださいactiveTabとタブのに。

タブがダウンしているとき、なパネルがクラスをDOMでactiveしていますつまり、されることを
します。
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`PanelGroup`sをったビューの

import React from 'react'; 
import Pane from './components/Pane.js'; 
import Panel from './components/Panel.js'; 
import PanelGroup from './components/PanelGroup.js'; 
 
class MainView extends React.Component { 
    constructor(props) { 
        super(props); 
    } 
 
    render() { 
        return React.createElement( 
            'main', null, 
            React.createElement( 
                Pane, { id: 'common' }, 
                React.createElement( 
                    PanelGroup, { 
                        panels: [ 
                            { 
                                name: 'console', 
                                panelClass: ConsolePanel 
                            }, 
                            { 
                                name: 'figures', 
                                panelClass: FiguresPanel 
                            } 
                        ], 
                        activeTab: 'console' 
                    } 
                ) 
            ), 
            React.createElement( 
                Pane, { id: 'side' }, 
                React.createElement( 
                    PanelGroup, { 
                        panels: [ 
                            { 
                                name: 'properties', 
                                panelClass: PropertiesPanel 
                            } 
                        ], 
                        activeTab: 'properties' 
                    } 
                ) 
            ) 
        ); 
    } 
} 
 
class ConsolePanel extends Panel { 
    constructor(props) { 
        super(props); 
    } 
 
    static title() { 
        return 'Console'; 
    } 
} 
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class FiguresPanel extends Panel { 
    constructor(props) { 
        super(props); 
    } 
 
    static title() { 
        return 'Figures'; 
    } 
} 
 
class PropertiesPanel extends Panel { 
    constructor(props) { 
        super(props); 
    } 
 
    static title() { 
        return 'Properties'; 
    } 
}

オンラインでユーザーインターフェイスソリューションをむ 

https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/8112/ユーザーインターフェイスソリューション
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23: リアクションとフローの

き

フロータイプチェッカーをしてリアクタンスコンポーネントのタイプをチェックする

フロー|する

Examples

フローをしてステートレスコンポーネントのプロップタイプをチェックする

type Props = { 
  posts: Array<Article>, 
  dispatch: Function, 
  children: ReactElement 
} 
 
const AppContainer = 
  ({ posts, dispatch, children }: Props) => ( 
    <div className="main-app"> 
      <Header {...{ posts, dispatch }} /> 
      {children} 
    </div> 
  )

フローをしてのをする

import React, { Component } from 'react'; 
 
type Props = { 
  posts: Array<Article>, 
  dispatch: Function, 
  children: ReactElement 
} 
 
class Posts extends Component { 
  props: Props; 
 
  render () { 
    // rest of the code goes here 
  } 
}

オンラインでリアクションとフローのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/7918/リアクショ
ンとフローの
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24: リアクションルーティング

Examples

Routes.jsファイルの、コンポーネントでのRouter Linkの

ディレクトリにのようなファイルをきます。どのコンポーネントをどのパスにレンダリングする
かをします

import React from 'react'; 
import { Route, IndexRoute } from 'react-router'; 
import New from './containers/new-post'; 
import Show from './containers/show'; 
 
import Index from './containers/home'; 
import App from './components/app'; 
 
export default( 
  <Route path="/" component={App}> 
    <IndexRoute component={Index} /> 
    <Route path="posts/new" component={New} /> 
    <Route path="posts/:id" component={Show} /> 
 
  </Route> 
); 
 

アプリケーションのエントリーポイントであるトップレベルのindex.jsでは、のようにこのルー
タコンポーネントだけをレンダリングするがあります

import React from 'react'; 
import ReactDOM from 'react-dom'; 
import { Router, browserHistory } from 'react-router'; 
// import the routes component we created in routes.js 
import routes from './routes'; 
 
 
// entry point 
ReactDOM.render( 
    <Router history={browserHistory} routes={routes} /> 
  , document.getElementById('main'));

これで、アプリケーションで<a>タグのわりにLinkをするだけです。 LinkをするとReact Routerと
し、React Routerのをされたリンクにします。これによりroutes.jsでされているしいコンポーネ
ントがレンダリングされます

import React from 'react'; 
import { Link } from 'react-router'; 
 
export default function PostButton(props) { 
  return ( 
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    <Link to={`posts/${props.postId}`}> 
      <div className="post-button" > 
        {props.title} 
        <span>{props.tags}</span> 
      </div> 
    </Link> 
  ); 
}

リアクションルーティング

import React from 'react'; 
import { Route, IndexRoute } from 'react-router'; 
 
import Index from './containers/home'; 
import App from './components/app'; 
 
//for single Component lazy load use this 
const ContactComponent = () => { 
  return { 
      getComponent: (location, callback)=> { 
        require.ensure([], require => { 
          callback(null, require('./components/Contact')["default"]); 
        }, 'Contact'); 
      } 
    } 
}; 
 
//for multiple componnets 
 const groupedComponents = (pageName) => { 
  return { 
      getComponent: (location, callback)=> { 
        require.ensure([], require => { 
          switch(pageName){ 
            case 'about' : 
                callback(null, require( "./components/about" )["default"]); 
                    break ; 
            case 'tos' : 
                callback(null, require( "./components/tos" )["default"]); 
                    break ; 
          } 
        }, "groupedComponents"); 
      } 
    } 
}; 
export default( 
  <Route path="/" component={App}> 
    <IndexRoute component={Index} /> 
    <Route path="/contact" {...ContactComponent()} /> 
    <Route path="/about" {...groupedComponents('about')} /> 
    <Route path="/tos" {...groupedComponents('tos')} /> 
  </Route> 
);

オンラインでリアクションルーティングをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6096/リアクシ
ョンルーティング

https://riptutorial.com/ja/home 102

https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6096/%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6096/%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6096/%E3%83%AA%E3%82%A2%E3%82%AF%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%86%E3%82%A3%E3%83%B3%E3%82%B0


25: ツール

Examples

リンク

コンポーネントとライブラリをつける。

のカタログ•
JS.coach•

オンラインでツールをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/6595/ツール
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26: の

Examples

Reactコンポーネントのは、アプリケーションのデータをしてするためにです。これはJavaScript

オブジェクトとしてされ、 コンポーネントレベルのスコープをち、 コンポーネントのプライベー
トデータとえることができます。

のでは、コンポーネントのconstructorでいくつかのをし、それをrenderでしていrender 。

class ExampleComponent extends React.Component { 
  constructor(props){ 
    super(props); 
 
    // Set-up our initial state 
    this.state = { 
      greeting: 'Hiya Buddy!' 
    }; 
  } 
 
  render() { 
    // We can access the greeting property through this.state 
    return( 
      <div>{this.state.greeting}</div> 
    ); 
  } 
}

setState

ReactアプリケーションのUIをうなは、 setState()をびすことです。このは、したしいとのとので
いマージをし、コンポーネントとすべてののをトリガーします。

パラメーター

updater これは、にマージされるべきのキーとのペア、またはそのようなオブジェクトをす
をつオブジェクトです。

1. 

callback (optional)  setState()がにされたにされる。 setState()びしは、Reactによってアト
ミックになることがされていないため、 setState()がにされたにらかのアクションをしたい
にです。

2. 

setStateメソッドは、にマージするがあるいくつかのキーとのペアをつオブジェクトか、 
prevStateとpropsからされたそのようなオブジェクトをすのどちらかであるupdater setStateをけれ
ます。

updaterとしてObjectをしたsetState()
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// 
// An example ES6 style component, updating the state on a simple button click. 
// Also demonstrates where the state can be set directly and where setState should be used. 
// 
class Greeting extends React.Component { 
    constructor(props) { 
        super(props); 
        this.click = this.click.bind(this); 
        // Set initial state (ONLY ALLOWED IN CONSTRUCTOR) 
        this.state = { 
            greeting: 'Hello!' 
        }; 
    } 
    click(e) { 
        this.setState({ 
              greeting: 'Hello World!' 
        }); 
    } 
    render() { 
        return( 
            <div> 
                <p>{this.state.greeting}</p> 
                <button onClick={this.click}>Click me</button> 
            </div> 
        ); 
    } 
 
}

updaterとしてのでのsetState()

// 
// This is most often used when you want to check or make use 
// of previous state before updating any values. 
// 
 
this.setState(function(previousState, currentProps) { 
  return { 
    counter: previousState.counter + 1 
  }; 
});

これは、 setState()へののびしがされるオブジェクトをするよりもです。これは、のびしをReact

でしてにすることができ、のをしてをするのましいです。

this.setState({ counter: this.state.counter + 1 }); 
this.setState({ counter: this.state.counter + 1 }); 
this.setState({ counter: this.state.counter + 1 });

これらのびしは、ReactによってObject.assign()をしてバッチされ、カウンターが3ではなく1ずつ
インクリメントされます。

また、アプローチをして、ロジックをコンポーネントにすることもできます。これにより、ロジ
ックのとがになります。
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// Outside of component class, potentially in another file/module 
 
function incrementCounter(previousState, currentProps) { 
    return { 
        counter: previousState.counter + 1 
    }; 
} 
 
// Within component 
 
this.setState(incrementCounter);

オブジェクトとコールバックをしてsetState()をびす
// 
// 'Hi There' will be logged to the console after setState completes 
// 
 
this.setState({ name: 'John Doe' }, console.log('Hi there'));

のパターン

あなたはstate propsをすべきではありません。それはパターンとなされます 。えば

export default class MyComponent extends React.Component { 
    constructor() { 
        super(); 
 
        this.state = { 
            url: '' 
        } 
 
        this.onChange = this.onChange.bind(this); 
    } 
 
    onChange(e) { 
        this.setState({ 
            url: this.props.url + '/days=?' + e.target.value 
        }); 
    } 
 
    componentWillMount() { 
        this.setState({url: this.props.url}); 
    } 
 
    render() { 
        return ( 
            <div> 
                <input defaultValue={2} onChange={this.onChange} /> 
 
                URL: {this.state.url} 
            </div> 
        ) 
    } 
}
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prop urlはstateでされ、されます。わりに、をにしてから、 stateとpropsをしてなパスをするこ
とをします。

export default class MyComponent extends React.Component { 
    constructor() { 
        super(); 
 
        this.state = { 
            days: '' 
        } 
 
        this.onChange = this.onChange.bind(this); 
    } 
 
    onChange(e) { 
        this.setState({ 
            days: e.target.value 
        }); 
    } 
 
    render() { 
        return ( 
            <div> 
                <input defaultValue={2} onChange={this.onChange} /> 
 
                URL: {this.props.url + '/days?=' + this.state.days} 
            </div> 
        ) 
    } 
}

なぜなら、Reactアプリケーションでは、ののソースをちたいからです。つまり、すべてのデー
タは1つのコンポーネントのであり、1つのコンポーネントだけです。データをそのにし、データ
をのコンポーネントにをしてするのは、このコンポーネントのです。

のでは、MyComponentクラスとそののが、そのので「url」をしています。 MyComponentで
state.urlをすると、これらのはにされません。々はののをってしまい、アプリケーションをじてデ
ータのれをすることがますますになっています。これを2のとすると、urlはコンポーネントので
のみされ、MyComponentのとしてされるため、ののソースをします。

、イベント、およびされたコントロール

に、「された」フィールドをつReactコンポーネントのをします。フィールドのがされるたびに
、フィールドのしいでコンポーネントのをするイベントハンドラがびされます。イベントハンド
ラでsetStateをびすと、 setStateのコンポーネントのをrenderするびしがトリガされrender 。

import React from 'react'; 
import {render} from 'react-dom'; 
 
 
class ManagedControlDemo extends React.Component { 
 
  constructor(props){ 
    super(props); 
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    this.state = {message: ""}; 
  } 
 
  handleChange(e){ 
    this.setState({message: e.target.value}); 
  } 
 
  render() { 
    return ( 
      <div> 
        <legend>Type something here</legend> 
          <input 
            onChange={this.handleChange.bind(this)} 
            value={this.state.message} 
            autoFocus /> 
        <h1>{this.state.message}</h1> 
      </div> 
   ); 
  } 
} 
 
 
render(<ManagedControlDemo/>, document.querySelector('#app'));

のにすることはにです。ユーザーがフィールドのをするたびに

handleChangeがびされます•
setStateがびされます•
renderがびされる•

ポップクイズ、フィールドにをした、どのDOMがされるか

これらのすべて - トップレベルのdiv、、、h11. 

とh1のみ2. 

も3. 
DOMはですか4. 

これをここでしてえをつけることができます

オンラインでのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/1816/の
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27: の
React 15.5では、PropTypesコンポーネントはのnpmパッケージ、つまり 'prop-types'にし、
PropTypeをするときはのimportがです。のについては、のをしてください https : 
//facebook.github.io/react/blog/2017/04/07/react-v15.5.0.html

Examples

き

propsコンポーネントにコンポーネントからのデータとメソッドをすためにされます。

propsについてのいこと

らはです。1. 
これにより、なコンポーネントをすることができます。2. 

な

class Parent extends React.Component{ 
  doSomething(){ 
     console.log("Parent component"); 
  } 
  render() { 
    return <div> 
         <Child 
           text="This is the child number 1" 
           title="Title 1" 
           onClick={this.doSomething} /> 
         <Child 
           text="This is the child number 2" 
           title="Title 2" 
           onClick={this.doSomething} /> 
      </div> 
  } 
} 
 
class Child extends React.Component{ 
  render() { 
    return <div> 
       <h1>{this.props.title}</h1> 
       <h2>{this.props.text}</h2> 
      </div> 
  } 
}

このでわかるように、 propsおかげでなコンポーネントをできます。

デフォルトの
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defaultPropsでは、コンポーネントのpropsデフォルトまたはフォールバックをできます。 
defaultPropsは、でなるビューからコンポーネントをびすときにですが、いくつかのビューではな
るをすがあります。

ES5

var MyClass = React.createClass({ 
  getDefaultProps: function() { 
    return { 
      randomObject: {}, 
      ... 
    }; 
  } 
}

ES6

class MyClass extends React.Component {...} 
 
MyClass.defaultProps = { 
    randomObject: {}, 
    ... 
}

ES7

class MyClass extends React.Component { 
    static defaultProps = { 
        randomObject: {}, 
        ... 
    }; 
}

getDefaultProps()またはdefaultPropsのはキャッシュされ、 this.props.randomObjectがコンポーネ
ントによってされていないにをつことをするためにされます。

PropType

propTypesすると、コンポーネントになpropsとそのをすることができます。あなたのコンポーネン
トはpropTypesをせずにしますが、コンポーネントをよりみやすくし、コンポーネントをんでいる
のにドキュメンテーションとしてさせるようにし、にReactはあなたにしますあなたがしたとな
るタイプのをしてください。

いくつかのなpropTypesおよびになpropTypesは、

  optionalArray: React.PropTypes.array, 
  optionalBool: React.PropTypes.bool, 
  optionalFunc: React.PropTypes.func, 
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  optionalNumber: React.PropTypes.number, 
  optionalObject: React.PropTypes.object, 
  optionalString: React.PropTypes.string, 
  optionalSymbol: React.PropTypes.symbol

isRequiredをのpropTypeアタッチするは、そのコンポーネントのインスタンスをするにそのプロッ
プをするがあります。 な propTypesをしないと、コンポーネントインスタンスをできません。

ES5

var MyClass = React.createClass({ 
  propTypes: { 
    randomObject: React.PropTypes.object, 
    callback: React.PropTypes.func.isRequired, 
    ... 
  } 
}

ES6

class MyClass extends React.Component {...} 
 
MyClass.propTypes = { 
    randomObject: React.PropTypes.object, 
    callback: React.PropTypes.func.isRequired, 
    ... 
};

ES7

class MyClass extends React.Component { 
     static propTypes = { 
        randomObject: React.PropTypes.object, 
        callback: React.PropTypes.func.isRequired, 
        ... 
    }; 
}

よりなの

に、 PropTypesすると、よりなをすることができます

オブジェクトの

... 
    randomObject: React.PropTypes.shape({ 
        id: React.PropTypes.number.isRequired, 
        text: React.PropTypes.string, 
    }).isRequired, 
...
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オブジェクトのの

... 
    arrayOfObjects: React.PropTypes.arrayOf(React.PropTypes.shape({ 
        id: React.PropTypes.number.isRequired, 
        text: React.PropTypes.string, 
    })).isRequired, 
...

スプレッドオペレータをしてをす

のわりに

var component = <Component foo={this.props.x} bar={this.props.y} />;

プロパティは、することができ、のとしてすがあるは...すべてのをするES6でのためのサポート
を。コンポーネントはこのようになります。

var component = <Component {...props} />;

すオブジェクトのプロパティは、コンポーネントのにコピーされることにしてください。

はです。のはのをきします。

 var props = { foo: 'default' }; 
 var component = <Component {...props} foo={'override'} />; 
 console.log(component.props.foo); // 'override'

のケースでは、スプレッドをしてコンポーネントにのだけをすことができます。に、からびをで
きます。

のコンポーネントがたくさんのをとするが、それらをつずつすことはましくないときににです。

 const { foo, bar, other } = this.props // { foo: 'foo', bar: 'bar', other: 'other' }; 
 var component = <Component {...{foo, bar}} />; 
 const { foo, bar } = component.props 
 console.log(foo, bar); // 'foo bar'

との

コンポーネントの「」コンポーネントは、なprops.childrenできます。このは、コンポーネントを
まとめて「」するのににち、JSXマークアップをDOMのされたをよりにさせることができます。

var SomeComponent = function () { 
    return ( 
        <article className="textBox"> 
            <header>{this.props.heading}</header> 
            <div className="paragraphs"> 
                {this.props.children} 
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            </div> 
        </article> 
    ); 
}

でコンポーネントをするときにののサブをめることができます。

var ParentComponent = function () { 
    return ( 
        <SomeComponent heading="Amazing Article Box" > 
            <p className="first"> Lots of content </p> 
            <p> Or not </p> 
        </SomeComponent> 
    ); 
}

Props.childrenは、コンポーネントによってすることもできます。 props.children はであってもで
なくてもよいので 、ReactはReact.Childrenとしてユーティリティをします。をの<section>でりし
たいは、のをえてみましょう

var SomeComponent = function () { 
    return ( 
        <article className="textBox"> 
            <header>{this.props.heading}</header> 
            <div className="paragraphs"> 
                {React.Children.map(this.props.children, function (child) { 
                    return ( 
                        <section className={child.props.className}> 
                            React.cloneElement(child) 
                        </section> 
                    ); 
                })} 
            </div> 
        </article> 
    ); 
}

React.cloneElementをしての<p>タグからをすることにしてください。はなので、これらのはでき
ません。わりに、これらののないクローンをするがあります。

さらに、ループにをするときは、ReactがRerender にどのようにをするかをし、ループにされた
にグローバルになkeyをめることをくしてください。

コンポーネントのタイプの

コンポーネントをするときにコンポーネントのタイプをることはにはなもあります。のコンポー
ネントをするためにReact Children.map utilをうことができます

React.Children.map(this.props.children, (child) => { 
  if (child.type === MyComponentType) { 
    ... 
  } 
});
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オブジェクトは、のコンポーネントとできるtypeプロパティをします。

オンラインでのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/2749/の

https://riptutorial.com/ja/home 114

https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/2749/%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E3%81%AE%E5%B0%8F%E9%81%93%E5%85%B7
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/2749/%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E3%81%AE%E5%B0%8F%E9%81%93%E5%85%B7
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/2749/%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E3%81%AE%E5%B0%8F%E9%81%93%E5%85%B7
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/2749/%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E3%81%AE%E5%B0%8F%E9%81%93%E5%85%B7
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/2749/%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E3%81%AE%E5%B0%8F%E9%81%93%E5%85%B7
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/2749/%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E3%81%AE%E5%B0%8F%E9%81%93%E5%85%B7
https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/2749/%E5%8F%8D%E5%BF%9C%E3%81%AE%E5%B0%8F%E9%81%93%E5%85%B7


28: の

き

のキーは、にじのDOMのリストをするためにされます。

したがって、をりしてliのリストをする、liはkeyプロパティでされたのをとします。これは、デー
タベースアイテムのIDまたはのインデックスになります。

アレイインデックスをキーとしてすることは、アレイがとともにするにはにされません。 React 

Docsから

のとして、のアイテムのインデックスをキーとしてすことができます。アイテムのべ
えがもわれないでも、リオーダーはくなります。

これにするい https : //medium.com/@robinpokorny/index-as-a-key-is-an-anti-pattern-
e0349aece318

Examples

のidをう

ここでは、コンポーネントのにされるToDoのリストがあります。

ToDoには、textプロパティとidプロパティがあります。 idプロパティがバックエンドデータスト
アからており、のであるとします。

todos = [ 
  { 
    id: 1, 
    text: 'value 1' 
  }, 
  { 
    id: 2, 
    text: 'value 2' 
  }, 
  { 
    id: 3, 
    text: 'value 3' 
  }, 
  { 
    id: 4, 
    text: 'value 4' 
  }, 
];

がにそれをできるように、リストのキーをtodo-${todo.id}しました
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render() { 
  const { todos } = this.props; 
  return ( 
    <ul> 
      { todos.map((todo) => 
        <li key={ `todo-${todo.id}` }> 
          { todo.text } 
        </li> 
      } 
    </ul> 
  ); 
}

インデックスの

のデータベースIDをっていないは、のようにのインデックスをすることもできます。

render() { 
  const { todos } = this.props; 
  return ( 
    <ul> 
      { todos.map((todo, index) => 
        <li key={ `todo-${index}` }> 
          { todo.text } 
        </li> 
      } 
    </ul> 
  ); 
}

オンラインでのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/9805/の
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29: フォーム

Examples

されたコンポーネント

コンポーネントはにバインドされ、そのはイベントベースのコールバックをしてコードでされま
す。

class CustomForm extends React.Component { 
constructor() { 
    super(); 
    this.state = { 
        person: { 
            firstName: '', 
            lastName: '' 
        } 
    } 
} 
 
handleChange(event) { 
    let person = this.state.person; 
    person[event.target.name] = event.target.value; 
    this.setState({person}); 
} 
 
render() { 
    return ( 
        <form> 
            <input 
            type="text" 
            name="firstName" 
            value={this.state.firstName} 
            onChange={this.handleChange.bind(this)} /> 
 
            <input 
            type="text" 
            name="lastName" 
            value={this.state.lastName} 
            onChange={this.handleChange.bind(this)} /> 
        </form> 
    ) 
}

}

このでは、のpersonオブジェクトでをします。その、2つののをpersonオブジェクトの々のキー
にバインドします。ユーザーがタイプすると、 handleChangeでをします。コンポーネントのはに
バインドされているので、 setState()びすことでユーザーがしたときにレンダリングできます。

コントロールされたコンポーネントをうときにsetState()をsetState()ないと、ユーザーはするよ
うになりますが、Reactのみがをするのでがされません。
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のはpersonオブジェクトのキーのとじであることにすることもです。これにより、ここにすのを
できます。

handleChange(event) { 
    let person = this.state.person; 
    person[event.target.name] = event.target.value; 
    this.setState({person}); 
}

person[event.target.name]とじですperson.firstName || person.lastName 。もちろん、これはどのが
されているかによってなります。ユーザーがする、をしてをキーのとさせることができないため
、ユーザーなしonChangeがどこからびされているのか。

オンラインでフォームをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/8047/フォーム
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30: の

Examples

のコンポーネントをコンパイルし、たちのWebページにレンダリングできるようにしたい

ファイル src / index.jsx

import React from 'react'; 
import ReactDOM from 'react-dom'; 
 
class ToDo extends React.Component { 
    render() { 
        return (<div>I am working</div>); 
    } 
} 
 
ReactDOM.render(<ToDo />, document.getElementById('App')); 
 

すべてのをインストールする

# install react and react-dom 
$ npm i react react-dom --save 
 
# install webpack for bundling 
$ npm i webpack -g 
 
# install babel for module loading, bundling and transpiling 
$ npm i babel-core babel-loader --save 
 
# install babel presets for react and es6 
$ npm i babel-preset-react babel-preset-es2015 --save

Webpackをする

ディレクトリのルートにwebpack.config.jsファイルをします。

ファイル webpack.config.js

module.exports = { 
    entry: __dirname + "/src/index.jsx", 
    devtool: "source-map", 
    output: { 
        path: __dirname + "/build", 
        filename: "bundle.js" 
    }, 
    module: { 
        loaders: [ 
            {test: /\.jsx?$/, exclude: /node_modules/, loader: "babel-loader"} 
        ] 
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    } 
}

ベイベルの

ディレクトリのルートに.babelrcファイルをします。

ファイル .babelrc

{ 
    "presets": ["es2015","react"] 
}

コンポーネントをするHTMLファイル

プロジェクトディレクトリのルートになhtmlファイルをする

ファイル index.html

<!DOCTYPE html> 
<html> 
  <head> 
    <meta charset="utf-8"> 
    <title></title> 
  </head> 
  <body> 
    <div id="App"></div> 
    <script src="build/bundle.js" charset="utf-8"></script> 
  </body> 
</html>

コンポーネントをトランスパイルしてバンドルする

webpackをすると、コンポーネントをバンドルできます。

$ webpack

これにより、 buildディレクトリにファイルがされます。

ブラウザでHTMLページをき、のコンポーネントをする

オンラインでのをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/7480/の
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31: コンポーネント

き

コンポーネントして「HOC」は、なコードをしてコンポーネントをするためにされるアプリケー
ションのパターンです。のコンポーネントクラスにやをすることができます。

HOCは、としてコンポーネントをけれ、されたをつしいコンポーネントをすな javascriptです。

HOCは、サードパーティのライブラリでよくされています。 Redux など。

Examples

コンポーネント

コンポーネントがマウントされるたびにconsole.logにしたいとしましょう

hocLogger.js

export default function hocLogger(Component) { 
  return class extends React.Component { 
    componentDidMount() { 
      console.log('Hey, we are mounted!'); 
    } 
    render() { 
      return <Component {...this.props} />; 
    } 
  } 
}

あなたのコードでこのHOCをしてください

MyLoggedComponent.js

import React from "react"; 
import {hocLogger} from "./hocLogger"; 
 
export class MyLoggedComponent extends React.Component { 
    render() { 
        return ( 
            <div> 
                This component get's logged to console on each mount. 
            </div> 
        ); 
    } 
} 
 
// Now wrap MyLoggedComponent with the hocLogger function 
export default hocLogger(MyLoggedComponent);
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をするコンポーネント

たとえば、ユーザーがログインしているにのみされるコンポーネントがあるとします。

そこで、renderのをチェックするHOCをします。

AuthenticatedComponent.js

import React from "react"; 
 
export function requireAuthentication(Component) { 
    return class AuthenticatedComponent extends React.Component { 
 
        /** 
         * Check if the user is authenticated, this.props.isAuthenticated 
         * has to be set from your application logic (or use react-redux to retrieve it from 
global state). 
         */ 
        isAuthenticated() { 
            return this.props.isAuthenticated; 
        } 
 
        /** 
         * Render 
         */ 
        render() { 
            const loginErrorMessage = ( 
                <div> 
                    Please <a href="/login">login</a> in order to view this part of the 
application. 
                </div> 
            ); 
 
            return ( 
                <div> 
                    { this.isAuthenticated === true ? <Component {...this.props} /> : 
loginErrorMessage } 
                </div> 
            ); 
        } 
    }; 
} 
 
export default requireAuthentication;

ユーザーからにするがあるこのコンポーネントのコンポーネントをします。

MyPrivateComponent.js

import React from "react"; 
import {requireAuthentication} from "./AuthenticatedComponent"; 
 
export class MyPrivateComponent extends React.Component { 
    /** 
     * Render 
     */ 
    render() { 
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        return ( 
            <div> 
                My secret search, that is only viewable by authenticated users. 
            </div> 
        ); 
    } 
} 
 
// Now wrap MyPrivateComponent with the requireAuthentication function 
export default requireAuthentication(MyPrivateComponent);

こののは、 ここでします 。

オンラインでコンポーネントをむ https://riptutorial.com/ja/reactjs/topic/9819/コンポーネント
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